
高
プ
ロ
制
度
も
創
設

Ｄ
Ｐ
が
年
７
兆
８
千
億
円

押
し
上
げ
ら
れ
、
雇
用
は

４
６
万
人
増
え
る
と
見
積

も
っ
た
。
他
方
、
牛
・
豚
肉

な
ど
の
農
林
水
産
物
の
関
税

引
き
下
げ
に
伴
う
悪
影
響
を

過
小
評
価
し
て
い
る
と
の
批

判
が
野
党
に
強
く
、
き
め
細

か
な
分
析
と
支
援
が
課
題
と

な
る
。

　

茂
木
敏
充
経
済
再
生
担
当

相
は
閣
議
後
の
記
者
会
見
で

「
保
護
主
義
が
台
頭
す
る
中
、

自
由
で
公
正
な
ル
ー
ル
を
確

立
す
る
も
の
だ
」
と
Ｔ
Ｐ
Ｐ

の
意
義
を
強
調
。
国
民
民
主

党
の
大
島
九
州
男
氏
は
討
論

で
「
農
産
物
の
大
幅
な
輸
入

増
が
起
き
る
懸
念
が
あ
る
」

　
【
共
同
】
政
府
が
今
国
会
の
最
重
要
課
題
と
位
置
付
け
た
働
き
方
改
革
関
連
法
が
２
９
日
の
参
院
本
会
議
で
、
自

民
、
公
明
両
党
と
日
本
維
新
の
会
な
ど
の
賛
成
多
数
で
成
立
し
た
。
時
間
外
労
働
（
残
業
）
に
初
の
罰
則
付
き
上

限
規
制
を
設
け
、
非
正
規
労
働
者
の
待
遇
を
改
善
す
る
「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」
な
ど
働
く
人
の
保
護
策
を
盛
り

込
ん
だ
。
残
業
抑
制
や
過
労
死
防
止
に
つ
な
が
る
の
か
効
果
が
問
わ
れ
る
。

初
の
罰
則
付
き
残
業
規
制

早
け
れ
ば
年
内
に
も
発
効
す

る
。
政
府
は
多
国
間
の
自
由

貿
易
圏
づ
く
り
を
推
進
し
、

保
護
主
義
的
な
政
策
に
突
き

進
む
ト
ラ
ン
プ
米
政
権
の
け

ん
制
材
料
と
し
た
い
考
え

だ
。

　

１
１
カ
国
の
国
内
総
生

産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
を
合
わ
せ
る

と
全
世
界
の
１
３
％
を
超
え

る
。
政
府
は
日
本
の
実
質
Ｇ

　
【
共
同
】
米
国
を
除
く

１
１
カ
国
に
よ
る
環
太
平
洋

連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
の
関

連
法
が
２
９
日
、
参
院
本
会

議
で
自
民
、
公
明
両
党
な
ど

の
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
、

成
立
し
た
。
国
内
手
続
き
は

ほ
ぼ
終
わ
り
、
メ
キ
シ
コ
に

続
い
て
２
カ
国
目
の
完
了
と

な
る
。
日
本
は
関
係
国
に
近

く
結
果
を
通
知
し
、
協
定
は

自
由
貿
易
推
進
、
米
け
ん
制

働き方改革法、成立

「
ラ
ビ
オ
君
半

端
な
い
っ
て
」

タ
コ
占
い
全
的
中
も
既
に
出
荷

手
続
き
完
了
、
年
内
に
も
発
効

Ｔ
Ｐ
Ｐ
１
１
関
連
法
が
成
立

北
朝
鮮
完
全
非
核
化
へ
連
携

日
米
防
衛
相
会
談記者会見前に握手するマティス米国防長官（左）と小野寺防衛相＝

２９日午前、防衛省（共同）

前
監
督
ら
の
反
則
指
示
認
定

日
大
ア
メ
フ
ッ
ト
中
間
報
告

　
【
共
同
】
小
野
寺
五
典
防

衛
相
は
２
９
日
、
マ
テ
ィ
ス

米
国
防
長
官
と
防
衛
省
で
会

談
し
、
北
朝
鮮
の
核
兵
器
を

含
む
全
て
の
大
量
破
壊
兵

器
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
「
完

全
か
つ
検
証
可
能
で
不
可
逆

的
な
廃
棄
」の
実
現
の
た
め
、

日
米
が
国
際
社
会
と
連
携
し

て
取
り
組
む
こ
と
で
一
致
し

た
。
中
国
が
領
有
権
を
主
張

日
本
大
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
の
悪
質
反
則
問
題

で
、
第
三
者
委
員
会
の
中
間
報

告
発
表
に
集
ま
っ
た
報
道
関
係

者
ら
＝
２
９
日
午
後
、
東
京
都

港
区
（
共
同
）

台
湾
、
修
学
旅
行
先
ト
ッ
プ
に

日
本
と
の
良
好
な
関
係
背
景

め
の
措
置
と
説
明
し
た
。

　

こ
の
後
、
マ
テ
ィ
ス
氏
は

安
倍
晋
三
首
相
と
官
邸
で
会

談
。
首
相
は
「
日
米
同
盟

は
地
域
の
平
和
と
安
定
の
柱

だ
。
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン

ド
太
平
洋
の
実
現
へ
緊
密
に

連
携
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

マ
テ
ィ
ス
氏
は
「
日
米
関
係

を
強
化
し
た
い
」と
応
じ
た
。

　

マ
テ
ィ
ス
氏
は
外
務
省
で

と
主
張
し
、
採
決
は
立
憲
民

主
、
共
産
各
党
な
ど
と
と
も

に
反
対
に
回
っ
た
。

　

関
連
法
は
、
１
２
カ
国
時

代
に
決
め
た
関
連
１
０
法
の

改
正
事
項
の
施
行
日
を
米
国

抜
き
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
発
効
日
に
見

直
す
内
容
で
、
畜
産
農
家
の

支
援
強
化
な
ど
が
対
象
。
手

続
き
は
７
月
上
旬
の
政
省
令

改
正
で
終
わ
り
、
政
府
は
速

や
か
に
完
了
を
通
知
す
る
。

こ
う
し
た
国
が
６
カ
国
以
上

に
な
れ
ば
発
効
す
る
。

　

日
本
は
新
た
な
参
加
国
の

取
り
込
み
や
、欧
州
連
合（
Ｅ

Ｕ
）と
の
経
済
連
携
協
定（
Ｅ

す
る
沖
縄
県
・
尖
閣
諸
島
に

関
し
、
日
米
安
保
条
約
第
５

条
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
も
再

確
認
し
た
。

　

小
野
寺
氏
は
米
軍
Ｆ
１
５

戦
闘
機
の
墜
落
に
言
及
し
、

安
全
な
運
用
を
要
請
。
マ

テ
ィ
ス
氏
は
共
同
記
者
会
見

で
、
米
韓
合
同
軍
事
演
習
の

中
止
に
関
し
、
北
朝
鮮
核
問

題
の
外
交
解
決
を
支
え
る
た

か
つ
年
３
６
０
時
間
」
と
明

記
し
た
。
繁
忙
期
な
ど
特
別

な
事
情
が
あ
る
場
合
も
年

７
２
０
時
間
、
月
１
０
０
時

間
未
満
（
休
日
労
働
を
含

む
）、
２
〜
６
カ
月
の
平
均

で
８
０
時
間
以
内
（
同
）
に

し
て
、
違
反
企
業
に
罰
則
を

科
す
。

　

同
一
労
働
同
一
賃
金
は
、

同
じ
内
容
の
仕
事
は
賃
金
や

休
暇
な
ど
を
同
じ
に
す
る
よ

う
企
業
に
義
務
付
け
る
。

　

高
プ
ロ
は
、
野
党
が
「
労

働
時
間
が
際
限
な
く
広
が

り
、
過
労
死
が
増
え
る
」

と
、
削
除
を
求
め
て
き
た
。

政
府
は
適
用
対
象
を
年
収

１
０
７
５
万
円
以
上
の
研
究

職
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に

限
り
、
健
康
に
配
慮
し
年

１
０
４
日
の
休
日
取
得
を
義

務
付
け
る
措
置
も
設
け
た
と

強
調
し
た
。

　

政
府
は
当
初
、
一
定
時
間

を
働
い
た
と
見
な
す
「
裁
量

労
働
制
」
の
適
用
業
種
拡
大

も
盛
り
込
も
う
と
し
た
が
、

厚
労
省
の
労
働
時
間
調
査
に

不
適
切
な
デ
ー
タ
が
多
数
見

つ
か
り
、
断
念
し
た
。

藤
井
七
段
が

竜
王
戦
敗
退

将
棋
、
決
勝
Ｔ
２
回
戦

　

残
業
上
限
規
制
は
大
企
業

が
２
０
１
９
年
４
月
、
中
小

企
業
が
２
０
年
４
月
、
同
一

労
働
同
一
賃
金
は
大
企
業
と

派
遣
会
社
が
２
０
年
４
月
、

派
遣
会
社
を
除
く
中
小
企
業

が
２
１
年
４
月
か
ら
適
用
さ

れ
る
。
高
プ
ロ
は
１
９
年
４

月
施
行
。

Ｐ
Ａ
）
の
発
効
も
急
ぐ
。
加

え
て
、
日
中
韓
や
イ
ン
ド
な

ど
１
６
カ
国
の
東
ア
ジ
ア
地

域
包
括
的
経
済
連
携
（
Ｒ
Ｃ

Ｅ
Ｐ
）交
渉
も
妥
結
す
れ
ば
、

米
国
を
囲
む
よ
う
に
巨
大
な

経
済
圏
が
広
が
る
。

　

一
方
、
７
月
に
は
米
国
と

の
新
た
な
貿
易
協
議
の
開
始

が
予
定
さ
れ
、
農
業
・
自
動

車
の
市
場
開
放
を
迫
ら
れ
る

可
能
性
が
高
い
。
日
本
は
Ｔ

Ｐ
Ｐ
を
「
防
波
堤
」
と
し
て

譲
歩
を
避
け
つ
つ
、
米
復
帰

の
糸
口
も
探
る
が
、
先
行
き

は
楽
観
し
に
く
い
状
況
だ
。

度
が
制
定
さ
れ
た
。
今
後
も

働
く
人
々
の
目
線
に
立
ち
、

国
会
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
議
論

も
受
け
止
め
な
が
ら
改
革
を

進
め
て
い
く
」
と
述
べ
た
。

　

採
決
前
の
討
論
で
、
国
民

民
主
党
の
浜
口
誠
氏
は
「
高

プ
ロ
は
長
時
間
労
働
や
過
労

死
の
危
険
が
極
め
て
大
き

く
、
絶
対
に
導
入
し
て
は
な

ら
な
い
」
と
訴
え
た
。
自
民

党
の
園
田
修
光
氏
は
「
働
き

方
改
革
は
時
代
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
」
と
主
張
し
た
。

　

関
連
法
は
労
働
基
準
法
や

労
働
契
約
法
な
ど
８
本
の
法

律
か
ら
構
成
。
残
業
上
限
は

原
則
と
し
て
「
月
４
５
時
間

　

労
働
時
間
規
制
や
残
業
代

支
払
い
の
対
象
外
と
す
る

「
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
制
度（
高
プ
ロ
）」も
創
設
。

与
党
と
一
部
野
党
に
よ
る
修

正
で
、
高
プ
ロ
適
用
後
で
も

労
働
者
本
人
の
意
向
に
よ
り

撤
回
可
能
と
明
記
し
た
。

　

各
制
度
の
詳
細
約
６
０
項

目
を
省
令
で
決
め
る
必
要
が

あ
り
、労
働
政
策
審
議
会（
厚

生
労
働
相
の
諮
問
機
関
）
で

検
討
が
今
後
、
始
ま
る
。
高

プ
ロ
の
対
象
業
務
拡
大
を
懸

念
す
る
声
が
出
て
い
る
。

　

安
倍
晋
三
首
相
は
成
立
に

つ
い
て
記
者
団
に
「
多
様
な

働
き
方
を
可
能
に
す
る
法
制

で
、
１
０
年
で
１
０
倍
以
上

に
増
え
た
。
一
方
、
当
時
上

位
だ
っ
た
韓
国
や
中
国
は
減

少
傾
向
に
あ
る
。

　

万
芳
高
校
で
は
生
徒
ら
が

金
沢
総
合
高
校
の
１
３
４
人

と
、
台
湾
の
名
物
タ
ピ
オ
カ

ミ
ル
ク
テ
ィ
ー
を
一
緒
に
つ

く
っ
て
楽
し
ん
だ
。
同
校
２

年
の
達
川
梨
乃
さ
ん（
１
６
）

は
「
日
本
と
似
て
い
る
と
こ

ろ
と
違
う
と
こ
ろ
を
発
見
し

た
」
と
満
足
そ
う
だ
っ
た
。

　

台
湾
は
親
日
感
情
が
強

く
、
日
台
間
の
往
来
客
総

数
も
増
え
て
お
り
昨
年
は

６
５
０
万
人
を
超
え
て
過
去

最
多
。

　

韓
国
か
ら
台
湾
へ
と
修
学

旅
行
先
を
１
５
年
度
よ
り
変

更
し
た
同
校
の
井
野
雄
二
副

校
長
（
５
４
）
は
「
予
算
や

日
程
の
制
限
が
あ
る
上
、
安

全
、
安
心
と
い
う
こ
と
も
台

湾
が
選
ば
れ
る
理
由
で
は
な

い
か
」
と
話
し
た
。

　
【
共
同
】
将
棋
の
最
年

少
プ
ロ
、
藤
井
聡
太
七
段

（
１
５
）
は
２
９
日
、
東
京

都
渋
谷
区
の
将
棋
会
館
で
指

さ
れ
た
八
大
タ
イ
ト
ル
戦
の

第
３
１
期
竜
王
戦
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
２
回
戦
で
増
田
康

宏
六
段
（
２
０
）
に
敗
れ
て

３
回
戦
に
進
め
ず
、
同
棋
戦

の
敗
退
が
決
ま
っ
た
。

　

こ
れ
で
タ
イ
ト
ル
戦
の
う

ち
、
年
内
に
挑
戦
者
と
な

る
可
能
性
が
あ
る
の
は
王
座

戦
、
棋
王
戦
と
な
っ
た
。
王

座
戦
で
は
本
戦
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
の
ベ
ス
ト
４
に
進
出
し
て

お
り
、
挑
戦
権
獲
得
ま
で
あ

と
２
勝
に
迫
っ
て
い
る
。

　

終
局
後
、
藤
井
七
段
は

「
残
念
で
は
あ
り
ま
す
け
ど
、

力
を
つ
け
て
、
ま
た
こ
こ
に

　
【
共
同
】
日
本
大
ア
メ
リ

カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
よ

る
悪
質
な
反
則
問
題
を
調
査

し
て
い
る
日
大
の
第
三
者
委

員
会
は
２
９
日
、
東
京
都
内

で
中
間
報
告
を
発
表
し
、
守

備
選
手
の
危
険
な
タ
ッ
ク

ル
に
つ
い
て
内
田
正
人
前
監

督
、
井
上
奨
前
コ
ー
チ
の
指

示
で
行
わ
れ
た
と
認
定
し

た
。
一
部
の
日
大
関
係
者
が

介
入
し
「
事
件
の
も
み
消
し

を
図
ろ
う
と
し
た
」
と
断
じ

た
。

　

第
三
者
委
は
内
田
、
井
上

両
氏
を
「
指
導
者
と
し
て
の

資
質
を
著
し
く
欠
い
て
い

る
」
と
し
、
責
任
転
嫁
す
る

よ
う
な
姿
勢
を
「
極
め
て
悪

質
」
と
厳
し
く
指
摘
。
反
則

指
示
が
「
相
手
選
手
に
対
す

る
傷
害
の
意
図
を
含
む
も
の

で
あ
っ
た
」と
も
言
及
し
た
。

　

勝
丸
充
啓
委
員
長
は
「
こ

の
一
度
だ
け
で
な
く
、
他
の

選
手
に
対
し
て
も
似
た
よ
う

な
（
反
則
）
指
示
が
繰
り
返

し
行
わ
れ
て
い
た
」と
説
明
。

両
氏
を
永
久
追
放
に
相
当
す

る
除
名
処
分
に
し
た
関
東
学

生
連
盟
の
調
査
結
果
よ
り
踏

み
込
ん
だ
内
容
だ
っ
た
。

　

問
題
発
生
後
の
対
応
で

は
、
日
大
関
係
者
が
当
該
選

手
に
責
任
を
押
し
付
け
、
監

督
や
コ
ー
チ
の
指
示
は
な

か
っ
た
こ
と
に
し
よ
う
と
す

る
不
当
介
入
が
あ
っ
た
こ
と

も
確
認
し
た
。

　

第
三
者
委
は
ア
メ
フ
ッ
ト

部
の
部
員
や
ス
タ
ッ
フ
計
約

１
５
０
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
依
頼
し
、
現
時
点
で
約

１
２
０
人
か
ら
回
答
を
得

た
。
今
回
の
事
案
に
つ
い
て

内
田
、
井
上
両
氏
の
主
張
と

守
備
選
手
の
発
言
に
食
い
違

い
が
あ
り
、
ど
ち
ら
が
正
し

い
か
を
問
う
設
問
で
は
、
内

田
氏
側
が
正
し
い
と
回
答
し

た
人
は
誰
も
い
な
か
っ
た
。

　

日
大
が
ア
メ
フ
ッ
ト
部
の

再
建
に
向
け
て
行
っ
た
監
督

公
募
で
は
、
外
部
の
人
材

を
交
え
た
選
考
委
員
会
を
設

け
、
透
明
感
を
持
っ
た
手
続

き
を
す
る
よ
う
求
め
た
。
勝

丸
委
員
長
は
不
当
介
入
の
日

大
関
係
者
が
部
の
再
建
で
影

響
を
与
え
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
に
つ
い
て
「
当
然
。
影

響
力
の
あ
る
地
位
に
い
る
べ

き
で
は
な
い
」
と
話
し
、
ガ

バ
ナ
ン
ス
（
統
治
）
の
改
善

も
要
求
し
た
。
介
入
し
た
関

係
者
に
つ
い
て
は
「
特
定
す

る
こ
と
は
避
け
た
い
」
と
明

言
し
な
か
っ
た
。

　

関
東
学
連
は
チ
ー
ム
に
は

条
件
付
き
で
の
２
０
１
８
年

度
シ
ー
ズ
ン
終
了
ま
で
の
公

式
試
合
出
場
資
格
停
止
処
分

を
科
し
て
い
る
。

　

日
大
は
第
三
者
委
に
認
定

さ
れ
た
事
実
関
係
を
尊
重

し
、
引
き
続
き
調
査
に
協
力

し
て
い
く
考
え
。
石
井
進
常

務
理
事
は
中
間
報
告
を
受
け

て
文
部
科
学
省
、
ス
ポ
ー
ツ

庁
の
担
当
者
と
面
談
し
、
今

後
の
対
応
を
検
討
し
て
い
る

こ
と
を
伝
え
た
。

　
【
共
同
】サ
ッ
カ
ー
の
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
（
Ｗ
杯
）
ロ

シ
ア
大
会
で
、
北
海
道
小
平

町
の
漁
師
阿
部
喜
三
男
さ
ん

（
５
１
）
が
、
日
本
代
表
の

勝
敗
を
ミ
ズ
ダ
コ
「
ラ
ビ
オ

君
」
に
占
わ
せ
、
３
試
合
全

て
的
中
さ
せ
て
注
目
を
集
め

て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
は
「
ラ
ビ
オ
君
半
端
な

い
っ
て
」
な
ど
と
大
反
響
。

阿
部
さ
ん
は
「
ま
さ
か
全
試

合
を
当
て
る
な
ん
て
」
と
驚

い
て
い
る
。

　

ラ
ビ
オ
君
は
１
９
日
に
小

平
町
沖
で
水
揚
げ
さ
れ
た

タ
コ
。
子
ど
も
用
ビ
ニ
ー
ル

働
き
方
改
革
関
連
法
の
成
立
を
受
け
、
記
者
の
質
問
に
答

え
る
安
倍
首
相
＝
２
９
日
午
後
、
首
相
官
邸
（
共
同
）

河
野
太
郎
外
相
と
も
会
い
、

北
朝
鮮
の
完
全
非
核
化
実
現

に
向
け
て
意
見
交
換
し
た
。

　

日
米
防
衛
相
会
談
の
冒

頭
、
小
野
寺
氏
は
「
現
在
行

わ
れ
て
い
る
外
交
的
取
り
組

み
を
支
え
る
た
め
防
衛
当
局

と
し
て
何
を
行
う
べ
き
か
、

改
め
て
日
米
で
認
識
を
す
り

合
わ
せ
た
い
」
と
強
調
。
マ

テ
ィ
ス
氏
は
「
わ
れ
わ
れ
は

信
頼
す
る
同
盟
国
と
し
て
緊

密
に
協
議
を
継
続
し
て
い

る
」
と
応
じ
た
。

　

マ
テ
ィ
ス
氏
は
小
野
寺
氏

プ
ー
ル
に
、そ
れ
ぞ
れ
日
本
、

対
戦
国
、
引
き
分
け
を
示
す

三
つ
の
か
ご
を
設
置
し
、
ラ

ビ
オ
君
が
ど
の
か
ご
に
近
づ

く
か
で
勝
敗
を
占
っ
て
い

た
。

　

占
い
を
企
画
し
た
同
町
の

水
産
加
工
会
社
「
オ
ロ
ロ
ン

マ
ー
ケ
ッ
ト
」
と
阿
部
さ

ん
は
当
初
「
ラ
ビ
オ
君
は
当

面
い
け
す
で
保
管
す
る
」
と

し
て
い
た
が
、
阿
部
さ
ん
は

２
９
日
「
生
き
が
い
い
う

ち
に
出
荷
し
な
い
と
品
質

が
落
ち
る
の
で
、
１
９
日
の

う
ち
に
浜
ゆ
で
し
、
出
荷
し

た
」
と
明
か
し
た
。
同
社
も

「
夢
が
な
く
な
る
と
思
っ
た
。

誤
っ
た
情
報
を
流
し
、
申
し

訳
な
い
」
と
謝
罪
し
た
。

　

来
月
３
日
未
明
の
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
勝
敗
を
２

日
に
予
想
す
る
際
は
、
当
日

ま
で
に
水
揚
げ
さ
れ
る
タ
コ

を
「
２
代
目
ラ
ビ
オ
君
」
と

し
て
起
用
し
、
Ｗ
杯
が
終
わ

る
ま
で
生
か
す
つ
も
り
と
い

が
胸
元
に
着
け
た
拉
致
問
題

解
決
を
願
う
「
ブ
ル
ー
リ
ボ

ン
」
バ
ッ
ジ
に
言
及
し
「
何

を
意
味
し
て
い
る
か
よ
く
承

知
し
て
い
る
。
私
ど
も
は
共

に
あ
る
」
と
も
述
べ
た
。

　

両
氏
が
会
う
の
は
１
２
日

の
米
朝
首
脳
会
談
後
初
め

て
。
会
談
後
に
共
同
記
者
会

見
を
開
い
た
。

　

マ
テ
ィ
ス
氏
は
中
韓
歴
訪

を
経
て
２
８
日
に
日
本
に
到

着
し
た
。
来
日
は
昨
年
２
月

以
来
２
回
目
と
な
る
。

　
【
台
北
共
同
】
良
好
な
日

台
関
係
を
背
景
に
、
日
本
か

ら
修
学
旅
行
で
台
湾
を
訪
れ

る
高
校
生
が
急
増
し
て
お

り
、
２
０
１
６
年
度
も
米
国

を
上
回
っ
て
２
年
連
続
で
修

学
旅
行
先
の
ト
ッ
プ
に
な
っ

た
。
２
９
日
、
台
北
市
内
の

万
芳
高
校
で
は
神
奈
川
県
立

金
沢
総
合
高
校
の
修
学
旅
行

生
と
の
交
流
が
行
わ
れ
、
陳

景
峻
副
市
長
は
「
楽
し
い
思

い
出
を
つ
く
り
、
ま
た
来
て

く
だ
さ
い
」
と
日
台
交
流
の

拡
大
に
期
待
を
示
し
た
。

　

全
国
修
学
旅
行
研
究
協

会
（
東
京
）
に
よ
る
と
、

１
６
年
度
の
台
湾
へ
の
修

学
旅
行
生
は
２
６
２
校
の

４
万
１
８
７
８
人
。
２
位

の
米
国
（
ハ
ワ
イ
、
グ
ア

ム
、
サ
イ
パ
ン
を
含
む
）
が

２
５
４
校
の
３
万
６
６
６
１

人
、
３
位
が
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
で
１
４
２
校
の

１
万
９
２
８
６
人
と
続
く
。

　

台
湾
へ
の
修
学
旅
行
生
は

０
６
年
度
に
は
３
５
５
２
人

戻
っ
て
来
ら
れ
る
よ
う
に
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

話
し
た
。

　

増
田
六
段
は
昨
年
６
月
、

歴
代
最
多
の
２
９
連
勝
を
達

成
し
た
時
の
相
手
で
、
今
回

が
２
度
目
の
対
戦
だ
っ
た
。

　

羽
生
善
治
竜
王
（
４
７
）

へ
の
挑
戦
者
を
決
め
る
決
勝

Ｔ
は
、
予
選
に
当
た
る
ラ
ン

キ
ン
グ
戦
の
１
〜
６
組
の
各

優
勝
者
ら
が
出
場
。
５
組
優

勝
の
藤
井
七
段
は
決
勝
Ｔ
１

回
戦
を
突
破
し
、
２
回
戦
に

進
出
し
て
い
た
。

う
。
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異
常
に
多
い
白
紙
や
無
回
答

負
担
額
の
上
限
は
「
実
費
の

３
０
％
ま
で
」
だ
っ
た
が
、

新
た
な
規
定
で
は
上
限
が

４
０
％
に
広
げ
ら
れ
た
。

　

Ｆ
は
、「
ポ
ル
・
ア
セ
ッ

ソ
」
と
呼
ば
れ
る
、「
利
用

者
は
基
本
料
金
を
払
っ
た
上

で
、
医
療
措
置
を
受
け
る
都

度
、
別
に
決
め
ら
れ
た
一
定

の
金
額
を
払
う
」
契
約
と
、

「
ア
ク
ム
ラ
ー
ダ
」
と
呼
ば

れ
、「
利
用
者
は
基
本
料
金

を
払
っ
た
上
、
医
療
措
置
に

か
か
っ
た
費
用
も
全
額
支
払

う
が
、
契
約
書
に
明
記
さ
れ

た
年
間
負
担
額
を
超
え
た
費

用
は
、
保
健
プ
ラ
ン
会
社
が

負
担
す
る
」
契
約
の
２
種
類

が
あ
る
。

　

Ｃ
Ｐ
と
Ｆ
は
各
々
、「
各

月
の
自
己
負
担
額
が
、
基
本

料
金
を
超
え
て
は
い
け
な

い
。
ま
た
は
１
年
間
の
自
己

負
担
額
の
合
計
が
、
１
年
分

の
基
本
料
金
を
超
え
て
は
い

け
な
い
」
と
の
規
定
も
定
め

　

ブ
ラ
ジ
ル
世
論
調
査
・
統
計
機
関
（
Ｉ
ｂ
ｏ
ｐ
ｅ
）
の
大
統
領
選
支
持
率
調
査

の
結
果
が
出
、ジ
ャ
イ
ル・ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
（
社
会
自
由
党・Ｐ
Ｓ
Ｌ
）
と
マ
リ
ー
ナ・

シ
ウ
ヴ
ァ
氏
（
Ｒ
ｅ
ｄ
ｅ
）
が
事
実
上
同
率
と
な
っ
た
が
、
選
挙
ま
で
１
０
０
日

の
時
点
で
白
票
や
無
回
答
が
４
１
％
に
上
る
異
常
事
態
で
あ
る
事
も
判
明
し
た
と

２
９
日
付
伯
字
紙
が
報
じ
た
。

氏
３
３
％
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏

１
５
％
、マ
リ
ー
ナ
氏
７
％
、

シ
ロ
氏
と
ア
ウ
キ
ミ
ン
氏
各

４
％
、
ア
ウ
ヴ
ァ
ロ
・
ジ
ア

ス
氏
２
％
で
、
以
下
は
１
％

ま
た
は
そ
れ
未
満
だ
。
浮
動

票
は
白
票
２
２
％
、
無
回
答

６
％
の
２
８
％
だ
っ
た
。

　

拒
絶
率
は
、
高
い
方
か

ら
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
と
コ
ロ

ル
氏
３
２
％
、
ル
ー
ラ
氏

３
１
％
、
ア
ウ
キ
ミ
ン
氏

２
２
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
見
る
と
、
ル
ー

ラ
氏
の
動
向
が
票
を
大
き
く

左
右
す
る
事
や
、
各
党
候
補

が
ま
だ
絞
ら
れ
て
い
な
い
た

め
に
、
選
挙
民
が
迷
っ
て
い

る
事
な
ど
が
わ
か
る
。

　

ル
ー
ラ
氏
の
出
馬
に
関
し

て
は
、
エ
ジ
ソ
ン
・
フ
ァ
キ

ン
最
高
裁
判
事
が
、
今
年

前
半
の
大
法
廷
審
理
最
終
日

の
２
８
日
に
、
大
法
廷
で
元

大
統
領
の
出
馬
資
格
に
関
す

る
審
理
を
行
い
、
そ
の
後
に

ル
ー
ラ
氏
の
保
釈
（
軟
禁
）

要
請
の
審
理
を
扱
う
意
向
を

表
明
し
た
。

　

同
判
事
は
２
２
日
に
保
釈

要
請
を
大
法
廷
に
回
し
て
い

た
が
、
検
察
庁
の
意
見
書
が

　

１
６
年
に
大
統
領
罷
免
と

な
っ
た
ジ
ウ
マ
・
ル
セ
フ
氏

が
２
８
日
、
１
０
月
の
統
一

選
で
、
ミ
ナ
ス
州
か
ら
上
議

選
に
出
馬
す
る
意
向
を
表
明

し
た
。
弾
劾
裁
判
当
時
の
最

高
裁
長
官
、
リ
カ
ル
ド
・
レ

ヴ
ァ
ン
ド
フ
ス
キ
ー
判
事

が
、「
８
年
間
の
公
職
追
放

出
る
前
の
２
８
日
に
異
例
の

審
理
開
始
許
可
も
出
し
た
。

こ
れ
で
、
他
の
判
事
が
休
廷

前
に
保
釈
を
認
め
る
暫
定
令

を
出
す
可
能
性
は
な
く
な
っ

た
が
、
大
法
廷
は
２
８
日
の

審
理
後
に
休
廷
と
な
っ
た
た

め
、
ル
ー
ラ
氏
の
件
は
８
月

以
降
の
審
理
と
な
る
。

　

ル
ー
ラ
氏
弁
護
団
は
、
第

２
小
法
廷
に
第
４
地
域
裁
の

判
決
に
関
す
る
異
議
を
申

し
立
て
、
服
役
と
出
馬
資
格

ル
ー
ラ
が
出
れ
ば
圧
倒
的
も

ら
れ
た
が
、「
保
健
プ
ラ
ン

の
出
費
が
、
月
額
基
本
料
金

の
２
倍
に
な
る
可
能
性
が
あ

る
。
こ
れ
で
は
家
計
が
苦
し

い
」と
技
師
の
レ
オ
・
ロ
ジ
ェ

ロ
さ
ん
は
語
る
。

　

消
費
者
保
護
協
会
（
Ｉ
Ｄ

Ｃ
）
の
ア
ナ
・
ナ
ヴ
ァ
レ
ッ

テ
弁
護
士
は
、「
新
し
い
規

定
で
は
利
用
者
の
負
担
が
高

ま
り
、
借
金
を
す
る
か
、
治

療
を
受
け
る
の
を
遅
ら
せ
る

か
、
保
健
プ
ラ
ン
に
入
っ
て

い
る
の
に
Ｓ
Ｕ
Ｓ
に
頼
ら
ざ

る
を
得
な
く
な
る
か
だ
」
と

語
る
。

　

ま
た
、
新
規
定
で
は
、
約

２
５
０
の
医
療
措
置
を
「
月

額
基
本
料
金
に
含
み
、
追
加

料
金
を
徴
収
す
る
こ
と
を
禁

じ
る
」こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。

そ
の
中
に
は
、
年
４
回
ま
で

の
内
科
診
察
、小
児
科
診
察
、

乳
が
ん
検
診
、出
生
前
検
診
、

血
液
透
析
や
化
学
療
法
な
ど

の
慢
性
疾
患
の
治
療
が
含
ま

れ
る
。

テ
ム
（
Ｓ
Ｕ
Ｓ
）
な
ど
の
公

的
医
療
機
関
よ
り
も
質
の
高

い
、
私
立
病
院
で
の
診
察
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
も

の
だ
。
Ｃ
Ｐ
、
Ｆ
の
新
規
定

は
新
規
契
約
の
み
に
適
用
さ

れ
、
１
８
０
日
後
の
１
２
月

末
か
ら
施
行
さ
れ
る
。

　

Ｃ
Ｐ
と
は
、「
基
本
料
金

を
払
い
、
治
療
や
診
察
、
検

査
を
受
け
た
場
合
、
実
費
の

何
割
か
を
利
用
者
が
負
担
す

る
」
制
度
だ
。
こ
れ
ま
で
の

　

国
家
医
療
サ
ー
ビ
ス
監
督

庁
（
Ａ
Ｎ
Ｓ
）
は
２
８
日
、

保
健
プ
ラ
ン
の
「
コ
パ
ル

テ
ィ
シ
パ
ソ
ン
（
Ｃ
Ｐ
、
共

同
参
加
）」
を
改
訂
し
、
こ

れ
ま
で
は
明
文
化
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
「
フ
ラ
ン
キ

ア
（
Ｆ
）」
を
明
文
化
し
た

と
２
８
、２
９
日
付
伯
字
紙
・

サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

保
健
プ
ラ
ン
と
は
、
利
用

者
が
月
額
基
本
料
金
を
払
う

こ
と
で
、
統
一
医
療
シ
ス

実
費
の
４
割
ま
で
を
自
己
負
担

出
費
増
と
の
心
配
の
声
も

　

Ｉ
ｂ
ｏ
ｐ
ｅ
調
査
は
全
国

工
業
連
盟
（
Ｃ
Ｎ
Ｉ
）
と
共

同
で
行
わ
れ
、
候
補
者
リ
ス

ト
に
ル
ー
ラ
元
大
統
領
（
労

働
者
党
・
Ｐ
Ｔ
）
を
含
む
場

合
と
含
ま
な
い
場
合
で
集
計

さ
れ
た
。

　

元
大
統
領
を
外
し
た
場
合

は
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
１
７
％

に
対
し
、
マ
リ
ー
ナ
氏

１
３
％
で
、
２
％
の
誤
差
も

加
味
す
る
と
同
率
と
な
る
。

３
位
以
下
は
、
シ
ロ
・
ゴ
メ

ス
氏
（
民
主
労
働
党
・
Ｐ
Ｄ

Ｔ
）
８
％
、
ジ
ェ
ラ
ウ
ド
・

ア
ウ
キ
ミ
ン
氏
（
民
主
社
会

党
・
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
）
６
％
、
ア

ウ
ヴ
ァ
ロ
・
ジ
ア
ス
氏
（
Ｐ

ｏ
ｄ
ｅ
）
３
％
、
フ
ェ
ル
ナ

ン
ド
・
コ
ロ
ル
氏
（
キ
リ
ス

ト
教
労
働
者
党
・
Ｐ
Ｔ
Ｃ
）

と
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
ハ
ダ
ジ

氏
（
Ｐ
Ｔ
）
２
％
で
、
そ
れ

以
外
は
１
％
か
そ
れ
未
満

だ
っ
た
。

　

気
が
か
り
な
の
は
、
浮
動

票
が
白
票
３
３
％
と
無
回
答

８
％
を
あ
わ
せ
た
４
１
％
に

上
る
事
だ
。

　

こ
の
点
は
、
ル
ー
ラ
氏
を

含
ん
だ
場
合
も
似
通
っ
て
い

る
。
こ
ち
ら
は
、
ル
ー
ラ

保
健
プ
ラ
ン
の
負
担
増
が
心

配
さ
れ
て
い
る
。（
参
考
画

像
・USP Im

agens

）

ル
ー
ラ
氏
保
釈
を
求
め
る
集
会
で
の
ハ
ダ
ジ
氏
（
右
）
と
グ
レ

イ
シ
・
ホ
フ
マ
ン
Ｐ
Ｔ
党
首
（Ricardo Stuckert

）

気
に
な
る
出
馬
可
否
の
裁
判

伯国中銀

喪
失
の
双
方
の
差
し
止
め
を

狙
っ
て
い
た
。
だ
が
、
フ
ァ

キ
ン
判
事
は
服
役
停
止
と
出

馬
資
格
の
審
理
を
大
法
廷
で

扱
う
意
向
だ
。
元
大
統
領
弁

護
団
は
こ
の
方
針
に
驚
き
、

２
８
日
に
出
馬
資
格
の
件
は

最
高
裁
で
は
扱
わ
な
い
よ
う

申
し
入
れ
た
。
選
挙
高
裁
で

扱
え
ば
抗
告
も
可
能
だ
が
、

最
高
裁
が
出
馬
資
格
は
な
い

と
判
断
す
れ
ば
抗
告
の
余
地

が
な
く
な
る
か
ら
だ
。

は
免
除
す
る
」
と
の
判
決
を

下
し
て
い
た
た
め
、
出
馬
が

可
能
に
な
っ
た
。
も
し
、
ア

エ
シ
オ
・
ネ
ー
ヴ
ェ
ス
氏

も
同
州
上
議
選
に
出
れ
ば
、

１
４
年
に
大
統
領
の
座
を

争
っ
た
二
人
が
、
１
８
年
に

は
同
じ
選
挙
区
で
上
院
議
員

の
座
を
争
う
こ
と
と
な
る
。

　
　
　
　
　

◎

　

聖
州
内
陸
部
ア
ラ
サ
リ
グ

ア
マ
市
で
起
き
た
ヴ
ィ
ト
リ

ア
・
ガ
ブ
リ
エ
リ
ち
ゃ
ん

（
１
２
）
殺
害
事
件
で
、
麻

薬
密
売
の
前
科
が
あ
り
、
同

件
で
も
数
回
、
事
情
聴
取
を

受
け
て
い
た
マ
イ
リ
ン
ケ
在

住
の
夫
婦
が
逮
捕
さ
れ
た
。

殺
害
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
た
大

工
助
手
が
、
自
分
を
下
し
て

か
ら
も
ヴ
ィ
ト
リ
ア
ち
ゃ
ん

を
乗
せ
て
走
り
去
っ
た
と
供

述
し
た
が
、
彼
女
を
乗
せ
た

事
は
な
い
と
言
い
続
け
て
い

た
夫
婦
だ
。
ヴ
ィ
ト
リ
ア

ち
ゃ
ん
は
８
日
に
行
方
不
明

と
な
り
、
１
６
日
に
絞
殺
体

と
な
っ
て
発
見
さ
れ
た
。
遺

体
に
は
殴
ら
れ
た
り
し
た
跡

も
あ
り
、
巷
で
は
誤
認
に
よ

る
復
讐
説
が
流
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

◎

　

サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
は
１
６
強

が
出
揃
い
、
３
０
日
か
ら
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
（
Ｔ
）
が

始
ま
る
。
日
本
は
Ｈ
組
２
位

で
１
６
強
入
り
し
た
が
、
決

勝
Ｔ
へ
の
切
符
は
、
負
け
て

い
る
の
に
残
り
１
０
分
以
上

は
攻
め
も
せ
ず
、
他
の
会
場

で
ゴ
ー
ル
が
入
ら
な
い
こ
と

を
祈
り
、
時
間
を
消
費
し
て

か
す
め
取
っ
た
も
の
。
多
く

の
伯
人
か
ら
は
悪
評
散
々
だ

が
、「
日
本
人
も
状
況
に
応

じ
て
、
生
き
残
る
た
め
の
駆

け
引
き
を
身
に
つ
け
た
と
見

る
べ
き
」
と
す
る
伯
人
識
者

も
ゼ
ロ
で
は
な
い
。
日
本
も

伯
国
も
週
明
け
７
月
２
日
に

一
回
戦
を
戦
う
が
、
両
国
の

運
命
や
如
何
に
？

　
【
既
報
関
連
】
ト
ラ
ン
ブ

政
権
が
逮
捕
し
た
不
法
入
国

者
の
子
供
が
隔
離
、
拘
留
さ

れ
て
い
る
問
題
で
、
テ
メ
ル

大
統
領
は
ペ
ン
ス
米
国
副
大

統
領
に
特
別
な
配
慮
を
要
請

し
た
が
、
伯
人
子
弟
の
数
は

５
８
人
に
増
え
た
と
２
９
日

付
伯
字
紙
が
報
じ
た
。

　

不
法
入
国
者
の
親
子
隔
離

は
国
際
的
な
批
判
を
浴
び
、

２
４
日
付
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ

イ
ム
ス
が
報
じ
た
、
伯
人
女

性
が
５
月
３
０
日
に
別
れ
た

９
歳
の
ジ
エ
ゴ
君
に
「
ど
ん

な
方
法
を
使
っ
て
で
も
あ
な

た
を
自
由
に
す
る
か
ら
ね
」

と
語
り
か
け
た
様
子
は
、
シ

カ
ゴ
の
連
邦
裁
判
事
の
心
を

動
か
し
、
２
８
日
に
、
同
君

を
リ
ジ
ア
・
カ
リ
ー
ナ
・
ソ

ウ
ザ
さ
ん
の
許
に
帰
す
よ
う

判
決
が
下
っ
た
。

　

リ
ジ
ア
さ
ん
は
逮
捕
時
に

米
当
局
に
避
難
所
提
供
を
申

し
入
れ
て
お
り
、
９
日
に
テ

キ
サ
ス
州
の
施
設
か
ら
出
所

し
た
後
は
、
ボ
ス
ト
ン
近
郊

　

２
８
日
発
表
の
中
銀
の
四

半
期
イ
ン
フ
レ
情
勢
報
告
書

（
Ｒ
Ｔ
Ｉ
）
に
よ
る
と
、
今

年
の
国
内
総
生
産（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）

成
長
率
予
測
は
、
３
カ
月
前

の
予
測
よ
り
１
％
ポ
イ
ン
ト

（
Ｐ
）
ダ
ウ
ン
の
＋
１
・
６
％

だ
っ
た
と
、
２
９
日
付
伯
字

各
紙
が
報
じ
た
。

　

政
府
の
財
政
状
況
の
悪
化

や
、
５
月
下
旬
に
発
生
し
た

ト
ラ
ッ
ク
ス
ト
の
影
響
を
受

け
、
下
方
修
正
さ
れ
た
。

　

民
間
の
金
融
市
場
関
係
者

の
間
で
は
既
に
、
今
年
の
Ｇ

Ｄ
Ｐ
成
長
は
＋
１
・
５
５
％

程
度
と
の
予
想
が
出
て
い
た

が
、
中
銀
の
見
方
も
そ
れ
に

近
付
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

中
銀
の
政
治
経
済
部
長
カ

ル
ロ
ス
・
カ
ル
ヴ
ァ
ー
リ
ョ

氏
は
、
今
年
第
１
四
半
期
の

Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
＋
０
・
４
％

が
想
定
よ
り
低
か
っ
た
こ
と

を
原
因
に
挙
げ
た
が
、
民
間

投
資
顧
問
会
社
の
エ
コ
ノ
ミ

ス
ト
は
、「
第
１
四
半
期
の

Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
そ
れ
ほ
ど

悪
か
っ
た
と
は
い
え
な
い
」

と
し
、
ド
ル
高
や
ト
ラ
ッ
ク

ス
ト
に
よ
る
国
家
財
政
悪
化

の
方
が
、
予
測
の
下
方
修
正

に
影
響
し
た
と
見
て
い
る
。

　

中
銀
は
Ｒ
Ｔ
Ｉ
で
も
、
経

済
基
本
金
利（
Ｓ
ｅ
ｌ
ｉ
ｃ
、

現
行
年
利
６
・
５
％
）
に
関

す
る
基
本
見
解
を
再
表
明
し

た
。
ゴ
ー
ル
ド
フ
ァ
ジ
ン

総
裁
は
、「
複
数
の
不
確
定

要
素
が
あ
り
、
今
、『
将
来

的
に
金
利
を
ど
う
す
る
』
と

発
言
す
る
の
は
適
切
で
は
な

い
」
と
語
っ
た
。

　

ま
た
、
政
府
系
研
究
所

の
応
用
経
済
調
査
院
（
Ｉ

ｐ
ｅ
ａ
）
も
、
今
年
の
Ｇ

Ｄ
Ｐ
成
長
率
予
測
を
＋
３
・

０
％
か
ら
＋
１
・
７
％
へ
と

引
き
下
げ
た
。
同
院
で
は
、

２
０
１
９
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
＋

３
・０
％
と
予
測
し
て
い
る
。

　

Ｉ
ｐ
ｅ
ａ
の
マ
ク
ロ
経
済

政
策
部
長
の
ジ
ョ
ゼ
・
ソ
ウ

ザ
・
ジ
ュ
ニ
オ
ル
氏
は
、「
第

１
四
半
期
の
低
調
に
よ
る
成

長
予
測
の
見
直
し
は
規
定
路

線
だ
っ
た
が
、
国
内
要
因
と

国
外
要
因
が
重
な
り
、
見
直

し
幅
が
大
き
く
な
っ
た
」
と

語
る
。

　

ジ
ュ
ニ
オ
ル
氏
は
、
今
月

政
府
が
発
表
し
た
、
社
会
統

合
基
金
／
公
務
員
財
形
計
画

（
Ｐ
Ｉ
Ｓ
／
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｐ
）

の
休
眠
口
座
の
資
金
引
出
し

解
禁
が
、
昨
年
の
「
勤
続
期

間
保
障
基
金
（
Ｆ
Ｇ
Ｔ
Ｓ
）

休
眠
口
座
引
出
し
解
禁
」
同

様
に
消
費
を
活
性
化
さ
せ
、

今
年
の
第
３
四
半
期
以
降
の

経
済
指
標
に
影
響
を
与
え
る

の
で
は
と
見
て
い
る
。

失業率調査
　

２
８
日
に
発
表
さ
れ
た

地
理
統
計
院
（
Ｉ
Ｂ
Ｇ
Ｅ
）

の
全
国
家
庭
サ
ン
プ
ル
調

査
（
Ｐ
ｎ
ａ
ｄ
）
に
よ
る

と
、
３
月
〜
５
月
の
失
業

率
は
１
２
・
７
％
で
、
昨

年
１
２
月
〜
今
年
２
月
の

１
２
・
６
％
よ
り
０
・
１
％
ポ

イ
ン
ト
（
Ｐ
）
上
昇
し
た

が
、
昨
年
同
期
の
失
業
率

１
３
・３
％
と
比
べ
る
と
０
・

６
％
Ｐ
低
下
し
た
と
、
２
９

日
付
伯
字
サ
イ
ト
が
報
じ

た
。

　

失
業
率
は
横
ば
い
だ
っ
た

が
、
３
月
〜
５
月
の
非
正
規

雇
用
の
比
率
は
、
１
７
年

１
２
月
〜
今
年
２
月
に
比
べ

て
２
・
９
％
増
加
し
、
人
数

に
し
て
３
０
万
７
千
人
増
え

た
。

　

３
月
〜
５
月
の
非
正
規

雇
用
者
数
を
、
昨
年
の
３

月
〜
５
月
と
比
較
す
る

保
健
プ
ラ
ン
新
規
定
が
発
表

Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
予
測
見
直
し

隔
離
中
の
伯
人
子
弟
５
８
人

外
相
が
４
日
か
ら
直
接
視
察
に

今
年
３
〜
５
月
は
１
２
・７
％

昨
年
比
０
・６
％
Ｐ
の
減
少

２
・
６
％
か
ら
１
・
６
％
へ
ダ
ウ
ン

米国不法入国者

（２）２０１８年 第５０３０号 ６月 ３０日 （土曜日）

ボウソナロとマリーナが拮抗Ｉｂｏｐｅ
支持率調査

の
親
戚
宅
に
住
ん
で
い
る
。

　

親
と
隔
離
・
交
流
さ
れ
て

い
る
伯
人
子
弟
の
数
は
、
米

国
が
４
９
人
と
伝
え
て
き
た

後
も
増
え
、
ジ
エ
ゴ
君
開
放

前
の
時
点
で
５
８
人
に
な
っ

て
い
た
。

　

２
６
日
に
は
別
の
連
邦
裁

判
事
が
、
５
歳
以
下
の
子
供

に
つ
い
て
は
１
４
日
以
内
、

そ
れ
以
外
の
子
供
も
３
０
日

以
内
に
親
許
に
帰
す
よ
う
命

じ
て
い
る
。

　

子
供
の
隔
離
問
題
は
伯
国

政
府
も
憂
慮
し
て
お
り
、
テ

メ
ル
大
統
領
も
米
国
副
大
統

領
に
飛
行
機
派
遣
な
ど
を
申

し
入
れ
た
上
、
２
９
日
に
は
、

外
相
を
派
遣
し
、
実
態
を
確

認
す
る
事
も
決
め
た
。
ア
ロ

イ
ジ
オ
・
ヌ
ー
ネ
ス
外
相
は
、

７
月
４
日
に
米
国
に
赴
く
事

に
な
っ
て
い
る
。

と
、
比
率
に
し
て
５
・
７
％
、

５
９
万
７
千
人
増
え
た
。

　

Ｉ
Ｂ
Ｇ
Ｅ
に
よ
る
と
、
３

〜
５
月
は
、
失
業
率
が
横

ば
い
と
な
っ
た
だ
け
で
な

く
、
失
業
者
の
絶
対
数
も

１
３
２
０
万
人
で
安
定
し

て
い
た
。
１
７
年
１
２
月

〜
今
年
２
月
失
業
者
数
は

１
３
１
０
万
人
だ
っ
た
。
昨

年
３
月
〜
５
月
の
失
業
者
は

１
３
８
０
万
人
だ
っ
た
の

で
、
今
年
の
３
月
〜
５
月
は

４
・
３
％
減
少
し
た
こ
と
に

な
る
。

　

今
年
３
月
〜
５
月
の
就
労

者
人
口
は
９
０
９
０
万
人

で
、
１
７
年
１
２
月
〜
今
年

２
月
の
就
労
者
人
口
と
ほ
ぼ

同
じ
だ
っ
た
。
昨
年
３
月

〜
５
月
の
就
労
者
人
口
の

８
９
７
０
万
人
と
比
較
す
る

と
、
１
・
３
％
の
増
加
だ
っ

た
。



　
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
喧け

ん

噪そ
う

の
さ
な
か
、
あ
る
国こ

く

際さ
い

会か
い

議ぎ

に
出

し
ゅ
っ

席せ
き

す
る
た
め
に
筆ひ

っ

者し
ゃ

は
パ
リ
に
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
が
決け

っ

勝し
ょ
うリ
ー

グ
で
勝か

ち
進す

す

ん
で
い
た
時じ

期き

で
、
一い

っ

試し

合あ
い

勝か

つ
毎ご

と

に
、
多お

お

く
の

若わ
か

者も
の

が
車く

る
ま
か
ら
半は

ん

身し
ん

を
乗の

り
出だ

し
て
国こ

っ

旗き

を
は
た
め
か
せ
、

ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
鳴な

ら
し
な
が
ら
、
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
ー
通ど

お

り
を

走は
し

り
回ま

わ
っ
て
い
た
。

　

会か
い

議ぎ

を
終お

え
て
メ
ト
ロ
に
乗の

る
と
ち
ょ
う
ど
帰き

宅た
く

時じ

間か
ん

の

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
で
ほ
と
ん
ど
満ま

ん

席せ
き

だ
っ
た
。
立た

っ
た
ま
ま
ぼ
ん

や
り
と
車し

ゃ

内な
い

の
風ふ

う

景け
い

を
眺な

が

め
て
い
る
と
、
デ
ー
ト
に
出で

か
け
る

様よ
う

子す

の
き
り
っ
と
し
た
格か

っ

好こ
う

の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
、
洒し

ゃ

落れ

て
は
い

る
が
決け

っ

し
て
贅ぜ

い

沢た
く

で
は
な
い
出い

で
立た

ち
の
パ
リ
・
ジ
ェ
ン
ヌ
も

い
る
。
時と

き

折お
り

メ
ト
ロ
に
乗の

り
込こ

ん
で
は
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
を
ア
コ
ー

デ
ィ
オ
ン
で
演え

ん

奏そ
う

し
て
、
小こ

銭ぜ
に

を
集あ

つ

め
て
い
る
流な

が

し
の
芸げ

い

人に
ん

…
。

　

そ
ん
な
光こ

う

景け
い

を
ぼ
ん
や
り
見み

て
い
る
う
ち
に
、
ふ
と
フ
ラ
ン

ス
人じ

ん

は
日に

本ほ
ん

人じ
ん

よ
り
幸こ

う

福ふ
く

そ
う
だ
な
と
思お

も

っ
た
。
東と

う

京き
ょ
うや
大お

お

阪さ
か

な
ら
一い

ち

日に
ち

の
勤つ

と

め
を
終お

え
、
疲つ

か

れ
切き

っ
た
表

ひ
ょ
う

情じ
ょ
うの
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
や
Ｏ
Ｌ
が
多お

お

い
。
経け

い

済ざ
い

的て
き

に
は
フ
ラ
ン
ス
は
日に

本ほ
ん

よ
り
も

貧ま
ず

し
く
小ち

い

さ
な
国く

に

な
の
に
、
な
ぜ
人ひ

と

々び
と

は
こ
ん
な
に
満み

ち
足た

り

た
表

ひ
ょ
う

情じ
ょ
うで
い
る
の
だ
ろ
う
。
人ひ

と

々び
と

は
自じ

信し
ん

と
余よ

裕ゆ
う

に
満み

ち
た

表ひ
ょ
う

情じ
ょ
うで
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生せ

い

活か
つ

を
楽た

の

し
ん
で
い
る
よ
う
に
見み

え

る
。

　

今い
ま

の
日に

本ほ
ん

が
不ふ

景け
い

気き

で
、
明あ

日す

へ
の
展て

ん

望ぼ
う

が
見み

え
な
い
せ
い

だ
ろ
う
か
。
い
や
、
高こ

う

度ど

成せ
い

長ち
ょ
うの
頃こ

ろ

も
、
バ
ブ
ル
の
絶ぜ

っ

頂ち
ょ
う

期き

で
も
、
仕し

事ご
と

に
忙ぼ

う

殺さ
つ

さ
れ
る
だ
け
で
、
ゆ
と
り
や
落お

ち
着つ

き
、

自じ

信し
ん

な
ど
と
い
う
も
の
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思お

も

う
。

　
フ
ラ
ン
ス
人じ

ん

の
落お

ち
着つ

き
と
自じ

信し
ん

は
ど
こ
か
ら
来く

る
の
か
？　

そ
の
ヒ
ン
ト
は
、
翌よ

く

日じ
つ

見け
ん

物ぶ
つ

し
た
ベ
ル
サ
イ
ユ
宮

き
ゅ
う

殿で
ん

で
見み

つ
か
っ

た
。
そ
の
壮そ

う

麗れ
い

な
建た

て

物も
の

の
南な

ん

翼よ
く

は
、
長な

が

さ
１
０
０
メ
ー
ト
ル
、

幅は
ば

７
、８
メ
ー
ト
ル
、
高た

か

さ
１
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
「
戦せ

ん

闘と
う

の

回か
い

廊ろ
う

」
と
な
っ
て
お
り
、
天て

ん

上じ
ょ
うま
で
届と

ど

く
油

あ
ぶ
ら

絵え

が
ず
ら
り
と
並な

ら

ん
で
、
フ
ラ
ン
ス
王お

う

国こ
く

の
歴れ

き

史し

的て
き

場ば

面め
ん

を
描え

が

い
て
い
る
。

自じ

画が

像ぞ
う

を
描か

く
権け

ん

利り

1998年
ねん

10月
がつ

17日
にち

版
ばん

　
　

絵か
い

画が

の
間ま

に
は
い
か
に
も
勇ゆ

う

敢か
ん

で
高こ

う

潔け
つ

そ
う
な
表

ひ
ょ
う

情
じ
ょ
う

を
し
た
歴れ

き

代だ
い

の
将

し
ょ
う

軍ぐ
ん

達た
ち

が
大だ

い

理り

石せ
き

の
胸

き
ょ
う

像ぞ
う

と
な
っ
て
並な

ら

ん
で
い

る
。
フ
ラ
ン
ス
の
子こ

供ど
も

達た
ち

は
こ
の
空く

う

間か
ん

を
歩あ

る

く
だ
け
で
、
自じ

分ぶ
ん

の
生う

ま
れ
た
国く

に

の
輝か

が
や
か
し
い
歴れ

き

史し

を
誇ほ

こ

り
に
思お

も

い
、
そ
し
て
そ

れ
を
継け

い

承し
ょ
うし
よ
う
と
い
う
志

こ
こ
ろ
ざ
しを
抱い

だ

く
だ
ろ
う
。

　
フ
ラ
ン
ス
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
料

り
ょ
う

理り

、
絵か

い

画が

、
文ぶ

ん

学が
く

な
ど

の
世せ

界か
い

中じ
ゅ
うの
人ひ

と

々び
と

の
あ
こ
が
れ
る
文ぶ

ん

化か

を
輸ゆ

出し
ゅ
つし
て
い
る
。
し

か
し
、そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。中

ち
ゅ
う

世せ
い

以い

来ら
い

、フ
ラ
ン
ス
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
最さ

い

大だ
い

の
大た

い

国こ
く

と
し
て
、
長な

が

い
栄え

い

光こ
う

の
歴れ

き

史し

を
誇ほ

こ

っ
て
き
た
。

そ
の
自じ

画が

像ぞ
う

に
自じ

足そ
く

し
、
偉い

大だ
い

な
国こ

く

民み
ん

と
し
て
生い

き
て
い
る
と

い
う
実じ

っ

感か
ん

こ
そ
が
、
フ
ラ
ン
ス
人じ

ん

の
幸こ

う

福ふ
く

な
表

ひ
ょ
う

情じ
ょ
うの
原げ

ん

因い
ん

で
は

な
い
の
か
、
無む

数す
う

の
巨き

ょ

大だ
い

な
歴れ

き

史し

絵か
い

画が

に
圧あ

っ

倒と
う

さ
れ
つ
つ
、
私

わ
た
し

は
そ
ん
な
事こ

と

を
思お

も
っ
た
。

　

数す
う

年ね
ん

前ま
え

華は
な

々ば
な

し
く
二に

百ひ
ゃ
く

年ね
ん

祭さ
い

を
挙き

ょ

行こ
う

し
た
フ
ラ
ン
ス
革か

く

命め
い

も
、
そ
の
栄え

い

光こ
う

の
歴れ

き

史し

の
輝か

が
やか
し
い
一い

ち

頁ペ
ー
ジで
あ
る
。

　
わ
が
明め

い

治じ

維い

新し
ん

も
、
こ
の
革か

く

命め
い

の
遠え

ん

隔か
く

作さ

用よ
う

の
も
と
に
な

し
と
げ
ら
れ
た
と
言い

え
る
。
し
か
し
、
こ
の
偉い

大だ
い

な
革か

く

命め
い

の

真し
ん

価か

が
日に

本ほ
ん

人じ
ん

に
理り

解か
い

さ
れ
る
ま
で
に
は
、
長な

が

い
年ね

ん

月げ
つ

が
必ひ

つ

要よ
う

で
あ
っ
た
。［
１
，
ｐ
４
］

　

と
賞

し
ょ
う

賛さ
ん

さ
れ
る
フ
ラ
ン
ス
革か

く

命め
い

だ
が
、
そ
の
内な

い

実じ
つ

は
反は

ん

乱ら
ん

、

暴ぼ
う

動ど
う

、
虐

ぎ
ゃ
く

殺さ
つ

、
政せ

い

治じ

裁さ
い

判ば
ん

、
ギ
ロ
チ
ン
、
陰い

ん

謀ぼ
う

、
暗あ

ん

殺さ
つ

、
戦せ

ん

争そ
う

が
う
ん
ざ
り
す
る
ほ
ど
延え

ん

々え
ん

と
続つ

づ

く
。

　

た
と
え
ば
、
革か

く

命め
い

政せ
い

府ふ

の
カ
ト
リ
ッ
ク
教

き
ょ
う

会か
い

弾だ
ん

圧あ
つ

や
ル
イ

１
６
世せ

い

幽ゆ
う

閉へ
い

に
反は

ん

対た
い

し
て
立た

ち
上あ

が
っ
た
フ
ラ
ン
ス
西せ

い

部ぶ

ヴ
ェ

ン
デ
地ち

方ほ
う

の
農の

う

民み
ん

は
徹て

っ

底て
い

的て
き

に
掃そ

う

討と
う

さ
れ
た
。

　
ヴ
ェ
ン
デ
は
も
は
や
存そ

ん

在ざ
い

し
な
い
。
女

お
ん
な

子こ

供ど
も

も
ろ
と
も
、

わ
れ
わ
れ
の
自じ

由ゆ
う

の
剣け

ん

の
も
と
に
死し

ん
だ
の
だ
。
私わ

た
しは
彼か

れ

ら

を
サ
ヴ
ネ
の
沼ぬ

ま

に
葬

ほ
う
む

っ
た
。子こ

供ど
も

た
ち
を
馬う

ま

で
踏ふ

み
つ
ぶ
し
、

女お
ん
なた
ち
を
虐

ぎ
ゃ
く

殺さ
つ

し
た
か
ら
、野や

蛮ば
ん

が
生う

ま
れ
る
こ
と
も
な
い
。

囚し
ゅ
う

人じ
ん

を
一ひ

と

人り

で
も
残の

こ

し
た
と
咎と

が

め
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
は

し
て
い
な
い
。
す
べ
て
処し

ょ

分ぶ
ん

し
た
。
道み

ち

と
い
う
道み

ち

は
死し

体た
い

で

埋う

ま
っ
て
い
る
。
死し

体た
い

が
多お

お

す
ぎ
る
の
で
、
何な

ん

ヶ
所し

ょ

か
で
は

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
よ
う
に
積つ

み
上あ

げ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
こ
の
地ち

方ほ
う

を
組そ

織し
き

的て
き

に
破は

壊か
い

し
、
反は

ん

乱ら
ん

者し
ゃ

を
殺さ

つ

戮り
く

す
る
よ

う
命め

い

じ
た
国こ

く

民み
ん

公こ
う

会か
い

の
指し

示じ

を
忠

ち
ゅ
う

実じ
つ

に
実じ

っ

行こ
う

し
た
フ
ラ
ン
ソ

ワ
・
ウ
ェ
ス
テ
ル
マ
ン
将

し
ょ
う

軍ぐ
ん

の
報ほ

う

告こ
く

で
あ
る
。
大た

い

砲ほ
う

で
の
処し

ょ

刑け
い

、

船せ
ん

倉そ
う

に
閉と

じ
込こ

め
た
ま
ま
の
溺で

き

死し

刑け
い

、
子こ

供ど
も

を
馬う

ま

で
蹴け

り
殺こ

ろ

す
刑け

い

等と
う

々と
う

、
犠ぎ

牲せ
い

者し
ゃ

は
約や

く

４
０
万ま

ん

人に
ん

に
上の

ぼ

る
。

　

ま
た
都と

市し

部ぶ

で
は
ギ
ロ
チ
ン
に
よ
る
粛

し
ゅ
く

正せ
い

の
嵐あ

ら
しが
続つ

づ

い
た
。

　

グ
レ
ー
ブ
広ひ

ろ

場ば

で
、
つ
い
で
革か

く

命め
い

広ひ
ろ

場ば

と
転て

ん

覆ぷ
く

王お
う

座ざ

の
壁か

べ

で
ギ
ロ
チ
ン
が
た
え
ま
な
く
働は

た
ら
き
つ
づ
け
、
多お

お

い
と
き
に
は
連れ

ん

日じ
つ

５
、６
０
人に

ん

の
犠ぎ

牲せ
い

者し
ゃ

が
荷に

馬ば

車し
ゃ

で
運は

こ

ば
れ
て
き
た
。
パ
リ

で
は
、
革か

く

命め
い

政せ
い

府ふ

が
活か

つ

動ど
う

を
始は

じ

め
た
１
７
９
３
年ね

ん

３
月が

つ

か
ら
、

「
テ
ル
ミ
ド
ー
ル
９
日か

の
ク
ー
デ
タ
ー
」
で
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル

が
没ぼ

つ

落ら
く

す
る
１
７
９
４
年ね

ん

７
月が

つ

ま
で
に
、
１
８
６
２
名め

い

が
処し

ょ

刑け
い

さ
れ
た
。
テ
ル
ミ
ド
ー
ル
後ご

の
処し

ょ

刑け
い

ま
で
含ふ

く

め
る
と
最さ

い

終
し
ゅ
う

的て
き

に
は
２
６
３
９
名め

い

が
犠ぎ

牲せ
い

と
な
っ
た
。

斬ざ
ん

首し
ゅ

さ
れ
た
の
は
、
貴き

族ぞ
く

よ
り
も
職

し
ょ
く

人に
ん

や
小

し
ょ
う

商し
ょ
う

店て
ん

主し
ゅ

の
方ほ

う

が

多お
お

く
、
狂

き
ょ
う

信し
ん

と
い
う
よ
り
惰だ

性せ
い

か
ら
処し

ょ

刑け
い

が
行お

こ
なわ
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
恐

き
ょ
う

怖ふ

政せ
い

治じ

が
、
各か

く

地ち

で
行お

こ
な
わ
れ
た
。
最さ

い

終し
ゅ
う

的て
き

な
犠ぎ

牲せ
い

者し
ゃ

は
２
０
０
万ま

ん

人に
ん

に
上の

ぼ

る
と
推す

い

定て
い

さ
れ
て
い
る
。［
２
］

　
「
自じ

由ゆ
う

、
平

び
ょ
う

等ど
う

、
博は

く

愛あ
い

」
と
い
う
人じ

ん

権け
ん

宣せ
ん

言げ
ん

の
精せ

い

神し
ん

で
す
ら
、

そ
の
作さ

く

者し
ゃ

は
オ
ラ
ン
ダ
と
の
交こ

う

渉し
ょ
うの
中な

か

で
、
こ
う
語か

た

っ
た
と
伝つ

た

え
ら
れ
て
い
る
。

１
．
幸こ

う

福ふ
く

そ
う
な
フ
ラ
ン
ス
人じ

ん

　
そ
の
さ
い
、フ
ラ
ン
ス
側が

わ

の
過か

酷こ
く

な
条

じ
ょ
う

件け
ん

を
お
し
つ
け
て
、

２
４
時じ

間か
ん

以い

内な
い

の
回か

い

答と
う

を
強

き
ょ
う

要よ
う

し
た
代だ

い

表ひ
ょ
うは
、
ほ
か
な
ら
ぬ

シ
ェ
ー
ス
で
あ
っ
た
。

　
オ
ラ
ン
ダ
代だ

い

表ひ
ょ
うが
、「
人じ

ん

権け
ん

宣せ
ん

言げ
ん

」
の
作さ

く

者し
ゃ

が
弱

じ
ゃ
っ

国こ
く

を
こ

ん
な
に
い
じ
め
る
の
は
、
ど
う
し
た
こ
と
か
と
嘆な

げ

い
た
の
に

対た
い

し
て
、
シ
ェ
ー
ス
は
平へ

い

然ぜ
ん

と
し
て
、「
原げ

ん

理り

は
学が

っ

校こ
う

の
た

め
に
あ
る
。
権け

ん

益え
き

は
国こ

っ

家か

の
た
め
に
あ
る
」
と
答こ

た

え
た
と
い

う
。［
１
，
ｐ
３
１
］

　

前ぜ
ん

節せ
つ

の
農の

う

民み
ん

虐ぎ
ゃ
く

殺さ
つ

や
恐

き
ょ
う

怖ふ

政せ
い

治じ

を
見み

れ
ば
、
シ
ェ
ー
ス
の
こ

の
言こ

と

葉ば

を
待ま

つ
ま
で
も
な
く
、「
自じ

由ゆ
う

、
平

び
ょ
う

等ど
う

、
博は

く

愛あ
い

」
が
い

か
に
革か

く

命め
い

の
実じ

っ

体た
い

と
か
け
離は

な

れ
た
空く

う

虚き
ょ

な
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
っ

た
か
が
わ
か
る
。

　
フ
ラ
ン
ス
革か

く

命め
い

が
最さ

い

初し
ょ

か
ら
王お

う

政せ
い

打だ

倒と
う

を
狙ね

ら
っ
た
も
の
で
は

な
か
っ
た
の
は
、
革か

く

命め
い

の
シ
ン
ボ
ル
、
三さ

ん

色し
ょ
く

旗き

の
真ま

ん

中な
か

に
ブ
ル

ボ
ン
王お

う

家け

を
象

し
ょ
う

徴ち
ょ
うす
る
白し

ろ

を
挿そ

う

入に
ゅ
うし
て
い
る
事こ

と

か
ら
も
明あ

き

ら

か
で
あ
る
。
し
か
し
封ほ

う

建け
ん

貴き

族ぞ
く

達た
ち

は
国こ

く

外が
い

亡ぼ
う

命め
い

し
、
外が

い

国こ
く

勢せ
い

力り
ょ
くと
結け

っ

託た
く

し
て
革か

く

命め
い

つ
ぶ
し
を
狙ね

ら

い
、
ル
イ
十

じ
ゅ
う

六ろ
く

世せ
い

も
他た

国こ
く

の

王お
う

室し
つ

に
フ
ラ
ン
ス
侵し

ん

攻こ
う

を
依い

頼ら
い

す
る
「
売ば

い

国こ
く

」
的て

き

な
行こ

う

為い

で

愛あ
い

想そ

を
つ
か
さ
れ
、
革か

く

命め
い

の
熱ね

っ

狂き
ょ
うの
は
ず
み
で
処し

ょ

刑け
い

さ
れ
て
し

ま
う
。

　

だ
が
、
近き

ん

代だ
い

国こ
く

民み
ん

国こ
っ

家か

を
作つ

く

り
上あ

げ
る
に
は
、
国こ

く

民み
ん

統と
う

合ご
う

の
た
め
の
中

ち
ゅ
う

核か
く

が
不ふ

可か

欠け
つ

で
あ
り
、
結け

っ

局き
ょ
くそ
れ
を
求も

と

め
て
、
そ

の
後ご

８
０
年ね

ん

も
の
間あ

い
だ、
フ
ラ
ン
ス
人じ

ん

は
振ふ

り
子こ

の
よ
う
に
共

き
ょ
う

和わ

制せ
い

と
王お

う

政せ
い

・
帝て

い

政せ
い

を
繰く

り
返か

え

す
迷め

い

走そ
う

を
続つ

づ

け
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。

　
こ
う
し
た
フ
ラ
ン
ス
革か

く

命め
い

の
遠え

ん

隔か
く

作さ

用よ
う

の
も
と
に
な
し
と
げ

ら
れ
た
と
言い

わ
れ
る
我わ

が
明め

い

治じ

維い

新し
ん

の
実じ

っ

態た
い

は
ど
う
な
の
だ

ろ
う
か
。

　

ル
イ
十

じ
ゅ
う

六ろ
く

世せ
い

に
相そ

う

当と
う

す
る
の
は
、
封ほ

う

建け
ん

領り
ょ
う

主し
ゅ

の
頭と

う

目も
く

た
る

徳と
く

川が
わ

慶よ
し

喜の
ぶ

で
あ
る
。

　

慶よ
し

喜の
ぶ

は
外が

い

国こ
く

勢せ
い

力り
ょ
くの
介か

い

入に
ゅ
うを
排は

い

除じ
ょ

し
、
自み

ず
か
ら
大た

い

政せ
い

奉ほ
う

還か
ん

を

行お
こ
なう
。
国こ

く

外が
い

か
ら
革か

く

命め
い

を
つ
ぶ
そ
う
と
し
た
フ
ラ
ン
ス
貴き

族ぞ
く

と

は
正せ

い

反は
ん

対た
い

に
、
日に

本ほ
ん

の
武ぶ

士し

は
維い

新し
ん

の
中

ち
ゅ
う

心し
ん

と
な
り
、
さ
ら

に
自み

ず
か
ら
の
特と

っ

権け
ん

を
放ほ

う

棄き

し
て
四し

民み
ん

平び
ょ
う

等ど
う

を
実じ

つ

現げ
ん

し
た
。

　

そ
し
て
「
王お

う

政せ
い

復ふ
っ

古こ

」
の
形か

た
ちで
、
皇こ

う

室し
つ

を
統と

う

合ご
う

の
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に

据す

え
、
あ
ざ
や
か
に
近き

ん

代だ
い

国こ
く

民み
ん

国こ
っ

家か

建け
ん

設せ
つ

を
果は

た

す
。

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を
毎

まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、
少

すこ

しでも日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえる
よう、最

も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

など
に記

きじ

事を紹
しょうかい

介してください。
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

２
．
フ
ラ
ン
ス
人じ

ん

の
自じ

画が

像ぞ
う

（３） ２０１８年第５０３０号 	 ６月	３０日	（土曜日）

３
．
革か

く

命め
い

の
犠ぎ

牲せ
い

者し
ゃ

２
０
０
万ま

ん

人に
ん

４
．
革か

く

命め
い

の
暴ぼ

う

走そ
う

・
迷め

い

走そ
う

戦
せん

闘
とう

の回
かい

廊
ろう

(wikipedia commons)

「
大た

い

政せ
い

奉ほ
う

還か
ん

図ず

」 邨む
ら

田た

丹た
ん

陵り
ょ
う 
筆ひ

つ

フ
ラ
ン
ス
革か

く

命め
い

の
遠え

ん

隔か
く

作さ

用よ
う

の
も
と
に

な
し
と
げ
ら
れ
た
と
言い

わ
れ
る
明め

い

治じ

維い

新し
ん

の
実じ

っ

態た
い

と
は
。

　

明め
い

治じ

維い

新し
ん

全ぜ
ん

体た
い

で
の
犠ぎ

牲せ
い

者し
ゃ

も
西せ

い

南な
ん

戦せ
ん

争そ
う

を
含ふ

く

め
て
も
、

２
～
３
万ま

ん

人に
ん

と
、
フ
ラ
ン
ス
革か

く

命め
い

の
２
０
０
万ま

ん

人に
ん

と
比く

ら

べ
、

２
桁け

た

も
少す

く

な
い
。

　

ま
た
政せ

い

治じ

制せ
い

度ど

の
う
え
で
も
、
明め

い

治じ

維い

新し
ん

以い

後ご

わ
ず
か

２
０
余よ

年ね
ん

で
ア
ジ
ア
最さ

い

初し
ょ

の
議ぎ

会か
い

を
つ
く
っ
て
、
近き

ん

代だ
い

的て
き

な
憲け

ん

法ぽ
う

を
持も

っ
た
。
有ゆ

う

権け
ん

者し
ゃ

の
対た

い

人じ
ん

口こ
う

比ひ

は
１
．
１
％
で
、
革か

く

命め
い

４
０
年ね

ん

後ご

の
フ
ラ
ン
ス
の
有ゆ

う

権け
ん

者し
ゃ

比ひ

率り
つ

０
．
６
％
よ
り
は
進す

す

ん
で
い
る
。［
３
］

　

大だ
い

虐ぎ
ゃ
く

殺さ
つ

、
粛

し
ゅ
く

正せ
い

、
そ
の
後ご

の
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦せ

ん

争そ
う

、
そ
し
て

帝て
い

政せ
い
へ
の
揺ゆ

り
戻も

ど

し
、
と
二に

転て
ん

三さ
ん

転て
ん

し
た
フ
ラ
ン
ス
革か

く

命め
い

に
比く

ら

べ
れ
ば
、
わ
が
明め

い

治じ

維い

新し
ん

と
は
、
民み

ん

族ぞ
く

の
叡え

い

智ち

と
自じ

己こ

犠ぎ

牲せ
い

の
精せ

い

神し
ん

が
主し

ゅ

導ど
う

し
て
、
は
る
か
に
ス
ム
ー
ズ
に
国こ

く

民み
ん

国こ
っ

家か

建け
ん

設せ
つ

に
成せ

い

功こ
う

し
た
世せ

界か
い

史し

上じ
ょ
うに
も
希ま

れ

な
例れ

い

と
言い

え
る
の
で
あ
る
。

　
と
は
い
え
、い
ま
さ
ら
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
フ
ラ
ン
ス
革か

く

命め
い

を
貶お

と
し
め
て
、

彼か
れ

ら
の
自じ

画が

像ぞ
う

に
ケ
チ
を
つ
け
る
必ひ

つ

要よ
う

も
な
い
。
彼か

れ

ら
な
り
に

「
自じ

由ゆ
う

、
平

び
ょ
う

等ど
う

、
博は

く

愛あ
い

」
を
世せ

界か
い

に
先さ

き

駆が

け
て
唱と

な

え
た
自み

ず
か
ら

の
先せ

ん

祖ぞ

を
誇ほ

こ

り
と
し
、
子し

孫そ
ん

と
し
て
そ
の
理り

想そ
う

の
継け

い

承し
ょ
うを
志

こ
こ
ろ
ざ

す
事こ

と

に
異い

議ぎ

を
唱と

な

え
る
権け

ん

利り

は
他た

国こ
く

民み
ん

に
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
こ
う
し
た
フ
ラ
ン
ス
人じ

ん

の
自じ

画が

像ぞ
う

を

受う

け
売う

り
し
て
、
主し

ゅ

権け
ん

在ざ
い

民み
ん

の
精せ

い

神し
ん

が
日に

本ほ
ん

の
憲け

ん

法ぽ
う

に
明め

い

記き

さ
れ
る
た
め
に
は
、
さ
ら
に
数す

う

十じ
ゅ
う

年ね
ん

、
昭

し
ょ
う

和わ

二に

十じ
ゅ
う

一い
ち

年ね
ん

ま
で

待ま

た
ね
ば
な
ら
な
い
。［
１
，
ｐ
４
］

　
と
ま
で
卑ひ

屈く
つ

に
な
る
の
は
愚お

ろ

か
し
い
。
日に

本ほ
ん

人じ
ん

に
も
、
自じ

分ぶ
ん

自じ

身し
ん

の
自じ

画が

像ぞ
う

を
描か

く
権け

ん

利り

が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

　
フ
ラ
ン
ス
人じ

ん

の
幸こ

う

福ふ
く

そ
う
な
表

ひ
ょ
う

情じ
ょ
うは
、
自み

ず
か
ら
の
自じ

画が

像ぞ
う

に
誇ほ

こ

り
と
自じ

信し
ん

を
持も

ち
、
そ
こ
に
現あ

ら
わ
れ
た
先せ

ん

祖ぞ

の
理り

想そ
う

を
継け

い

承し
ょ
う

発は
っ

展て
ん

さ
せ
よ
う
と
志

こ
こ
ろ
ざす
所と

こ
ろ
か
ら
来く

る
よ
う
だ
。
と
す
れ
ば
、
上

じ
ょ
う

記き

の
よ
う
な
「
自じ

虐ぎ
ゃ
く

的て
き

」
自じ

画が

像ぞ
う

を
押お

し
つ
け
ら
れ
て
い
る

現げ
ん

代だ
い

日に

本ほ
ん

の
青せ

い

少し
ょ
う

年ね
ん

は
、
幸こ

う

福ふ
く

に
な
る
権け

ん

利り

を
奪う

ば

わ
れ
て
い

る
と
も
言い

え
る
。

　
「
幸こ

う

福ふ
く

追つ
い

求き
ゅ
うの
権け

ん

利り

」
は
日に

本ほ
ん

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う

第だ
い

十じ
ゅ
う

三さ
ん

条じ
ょ
うに
謳う

た

わ

れ
て
い
る
の
だ
が
。　
　
　
　
　
　
　

（
文ぶ

ん

責せ
き

・
伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

１
．
世せ

界か
い

の
歴れ

き

史し

１
０
、
フ
ラ
ン
ス
革か

く

命め
い

と
ナ
ポ
レ
オ
ン
、

桑く
わ

原は
ら

武た
け

夫お

編へ
ん

集し
ゅ
う、

中ち
ゅ
う

公こ
う

文ぶ
ん

庫こ

、
Ｓ

５
０

２
．「
戦せ

ん

後ご

憲け
ん

法ぽ
う

の

原げ
ん

型け
い

」
と
は
何な

に

だ
っ

た
の
か
、
明あ

日す

へ
の

選せ
ん

択た
く

、
Ｈ
９
．
８

３
．
私わ

た
し

が
反は

ん

日に
ち

歴れ
き

史し

教き
ょ
う

育い
く

に
挑い

ど

ん
だ

決け
っ

定て
い

的て
き

な
動ど

う

機き

、

藤ふ
じ

岡お
か

信の
ぶ

勝か
つ

、
正せ

い

論ろ
ん

、

Ｈ
９
．
１

５
．
明め

い

治じ

維い

新し
ん

と
フ
ラ
ン
ス
革か

く

命め
い

６
．
自じ

虐ぎ
ゃ
く
的て

き

自じ

画が

像ぞ
う

の
押お

し
つ
け
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12
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（５） ２０１８年第５０３０号  ６月 ３０日 （土曜日）

EXPOSIÇÃO

EXPOSIÇÃO “TEM-
PLOS E MONUMEN-
TOS HISTÓRICOS DO 
JAPÃO”
Onde: InterContinental São 
Paulo (Alameda Santos 
1123, Cerqueira Cesar)
De 21/06 a 24/07/2018
Informações: 11/3179-2600

EXPOSIÇÃO TOYOTA – 
O RITMO DO ESPAÇO
Curadoria: Denise Mattar
Onde: Museu de Arte Bra-
sileira da FAAP (Rua Ala-
goas 903, Higienópolis)
De 23/06 a 02/09/2018
Horário: 2ª, 4ª, 5ª e 6ª das 
10h às 19h – última entrada 
às 18h. Sábados, domingos 
e feriados das 10h às 18h – 
última entrada às 17h.
Ingresso: Entrada Gratuita
Informações: www.yutaka-
toyota.com 

HISTORIAS AFRO
-ATLÂNTICAS  
Onde: Instituto Tomie Oh-
take (Rua Coropés 88, Pi-
nheiros) 
De 30/06 a 21/10/2018 
Horário: Dia 30/06 (11h às 
15h) e 3ª a domingo das 11h 
às 20h
Ingresso: Entrada Gratuita 
Informações: 11/2245-1900 
ou www.institutotomieoh-
take.org.br

AROMAS E SABORES
Artista Plástica Japonesa: 
Maki Ueda
Onde: Japan House São 
Paulo (Avenida Paulista 52, 
Piso Térreo, Bela Vista)
De 05/06 a 30/09/2018
Horário: Terça a sábado das 
10h às 22h e Domingos e 
feriados das 10h às 18h
Ingresso: Entrada Gratuita
Informações: www.japa-
nhouse.jp/saopaulo

MUJI POP UP STORE 
Onde: Japan House São 
Paulo (Avenida Paulista 52, 
Piso Térreo, Bela Vista)
De 19/06 a 22/07/2018
Horário: Terça a sábado das 
10h às 22h e Domingos e 
feriados das 10h às 18h
Ingresso: Entrada Gratuita
Informações: www.japa-
nhouse.jp/saopaulo

ARTE ATUAL FESTI-
VAL – DEMONSTRA-
ÇÃO POR ABSURDO
Onde: Instituto Tomie Oh-
take (Rua Coropés 88, Pi-
nheiros) 
De 18/05 A 01/07/2018
Horário: de 3ª a domingo 
das 11h às 20h
Ingresso: Entrada Gratuita 
Informações: 11/2245-1900 
ou www.institutotomieoh-
take.org.br

TANGO NO SEKKU 
– SIMBOLOS E TRA-
DIÇÕES DO DIA DOS 
MENINOS
Classifi cação: Livre
Onde: Biblioteca da Fun-
dação Japão São Paulo (Av. 
Paulista 52, 3º andar, Bela 
Vista)
Até 30/06/2018
Horário: 3ª a 6ª das 10h30 
às 19h30 e sábados, das 9h 
às 17h 

Ingresso: Entrada Gratuita
Informações: 11/3141-0110

CHAWAN PROJECT 
2018 – 1º ENCONTRO
Onde: Japan House São 
Paulo (Avenida Paulista 52, 
Piso Térreo, Bela Vista)
Dia 30/06/2018
Horário: das 11h às 13h
Ingresso: Entrada Gratuita 
(As senhas deverão ser reti-
radas 1h antes na recepção)
Informações: www.japa-
nhouse.jp/saopaulo

CASARÃO DO CHÁ – 
MOGI DAS CRUZES/SP 
Onde: Casarão do Chá (Es-
trada Do Chá cx 05, acesso 
pela Estrada do Nagao, km 
3, Cocuera, Mogi das Cru-
zes/SP) 
Visitação: Todos os domin-
gos das 9h às 17h 
Durante a semana visitas 
monitoradas: Escolas – vi-
sitação gratuita; Grupos 
Turisticos – R$100,00 até 
30 pessoas. Agendamentos 
11/4792-2164 
Ingresso: Entrada Gratuita 
Informações: 11/4792-2164 
e www.casaraodocha.org.br 

PAVILHÃO JAPONÊS 
– PARQUE DO IBIRA-
PUERA 
Onde: Pavilhão Japonês 
(Parque do Ibirapuera – por-
tão 10 - próx. ao Planetário 
e ao Museu Afro Brasil) 
Visitação: quarta-feira, sá-
bado, domingo e feriados 
Horário: das 10h às 12h e 
das 13h às 17h 

EXPOSIÇÃO BANCOS 
INDÍGENAS DO BRASIL
Onde: Pavilhão Japonês do 
Parque Ibirapuera – próx. 
ao MuseuAfro e Planetário 
(Acesso no Portão 3 e 10 na 
Av. Pedro Álvares Cabral)
De 09/06 a 05/08/2018
Visitação: quarta, sábado, 
domingo e feriado
Horário: das 10h às 17h
Ingresso: Entrada Gratuita

EVENTO 

KARAOKE-DANCE DO 
NIKKEY CULTURAL
Onde: Iwate Kenjin do Bra-
sil (Rua Tomas Gonzaga 
95, Liberdade)
Dias 28/06, 05, 12, 19 e 
26/07/2018 (todas as quin-
tas)
Horário: 8h às 16h (Serve 
Almoço)
Informações:  11/99857-
3845 com Iritsu

BAILE ALLEGRO – 2º 
ARRAIÁ DO ALLE-
GRO NO NIKKEY PA-
LACE HOTEL
Animação: Banda Cellebri-
dade.BR e vários Personal 
Dancers.
Traje: Caipira.
Onde: Nikkey Palace Hotel 
(Rua Galvão Bueno 425, 
Liberdade)
Dia 30/06/2018
Horário: das 17h às 22h
Reservas com Beth: 
11/3209-2609 e 11/99904-
22367 e E-mail: bethpro-
moter@gmail.com

KARAOKÊ-DANCE NI-
KKEY CULTURAL

Pioneiro nessa atividade 
cujo objetivo é de propor-
cionar um ambiente fami-
liar onde os freqüentadores 
cantam suas músicas prefe-
ridas e dançam ritmos como 
o chá chá chá , rumba, forro 
, samba e country. Todos os 
domingos Baile com Músi-
ca ao Vivo. 
Onde: Assoc. Cultural 
Tokushima Kenjin do Bra-
sil (Av Dr Antonio Maria 
Laert 275, 100m do Metro 
Tucuruvi) 
Dias 30/06 e 01/07/2018 
Horário: Sábados Karaokê 
Dance das 8h às 16h e Do-
mingos das 8h às 18h e das 
18h às 22h Bailes com mú-
sica ao vivo.
Informações: 11/99857-
3845 com Iritsu 

32ª CEREJEIRAS FESTI-
VAL 2018 – GARÇA/SP 
Onde: Lago Artifi cial J.K. 
Williams (Rua Vinte e 
Sete de Dezembro 394, 
Williams, Garça/SP)
Dias 30/06 e 01/07/2018
Informações: www.cerejei-
rasfestival.com.br 

ANIME FAIR EMBU – 
5ª EDIÇÃO – EMBU/SP
Onde: Ginásio Municipal 
de Esportes Hermínio Es-
posito (Al. Fernando Batis-
ta Medina 120, Embu/SP)
Dia 01/07/2018
Horário: 10h
Ingresso: Entrada Gratuita

WAKATTA – MÁGICA 
E JAPÃO
Onde: Teatro Viradalata Es-
paço Capital (Rua Apinajés 
1387, Sumaré)
Elenco: Célio Amino e Lua-
na Tonetti
Classifi cação: Livre
Dia 01/07/2018
Horário: 16h
Ingresso: R$20,00+taxas 
no www.ingressorapido.
com.br 
Informações: 11/3868-2535

ANIME FRIENDS 2018
Onde: Anhembi Parque 
(Av. Olavo Fontoura 1209, 
Santana)
Dias 06, 07, 08 e 09/07/2018
Horário: sexta 12h às 21h, 
sábado e domingo 10h às 
22h e segunda 10h às 20h
Ingressos: www.ticket360.
com.br 
Informações: www.anime-
friends.com.br 

24º FESTIVAL TANA-
BATA DE RIBEIRÃO 
PRETO/SP
Onde: Morro Alto de São 
Bento, Ribeirão Preto/SP
Dias 06, 07 e 08/07/2018
Horário: 06 das 19h às 23h, 
07 das 10h às 23h e 08 das 
10h às 23h
Informações: 16/3617-
8988 Assoc Nipo Brasileira 
de Ribeirão Preto/SP

AOBA MATSURI 
Feira de verduras frescas e 
comidas caseiras. 
Onde: Miyagui Kenjin Kai 
(Rua Fagundes 152, Liber-
dade) 
Dia 07/07/2018 
Horário: 9h às 18h 
Informações: 11/3209-3265 

22º FESTIVAL DAS CE-
REJEIRAS BUNKYOS 
– SAKURA MATSURI – 
SÃO ROQUE/SP
Onde: Centro Esportivo 
Kokushikan Daigaku (Es-
trada do Carmo 801 – Bair-
ro do Carmo – São Roque/
SP)
Dias 07 a 09/07/2018
Horário: 10h às 17h
Ingresso: Entrada Gratuita 
(contribuição por veículo 
R$ 30,00 - concorra ao sor-
teio de uma TV)
Ônibus: em São Paulo, ôni-
bus saindo do Bunkyo (Rua 
São Joaquim, 381, próx. 
Metrô São Joaquim). Não 
são feitas reservas e é ne-
cessário retirar o bilhete an-
tecipadamente.)
Contribuição: R$35,00 (ida 
e volta)
Informações: 11/3208-1755
SÁBADO (7 de julho)
1º ônibus: saída 8:00h e re-
torno 16:00h
2º ônibus: saída 8:30h e re-
torno 16:30h
3º ônibus: saída 9:00h e re-
torno 17:00h
DOMINDO (8 de julho)
1º ônibus: saída 8:00h e re-
torno 16:00h
2º ônibus: saída 8:15h e re-
torno 16:15h
3º ônibus: saída 8:30h e re-
torno 16:30h
4º ônibus: saída 9:00h e re-
torno 17:00h
SEGUNDA-FEIRA (9 de 
julho)
1º ônibus: saída 8:00h e re-
torno 16:00h
2º ônibus: saída 8:30h e re-
torno 16:30h

XIV FESTA TANABA-
TA MATSURI – BUNKA 
SANTO ANDRÉ/SP
Onde: Rua Santo André 
661 (praça da Igreja Matriz 
de Santo André), Santo An-
dré/SP
Dias 07 e 08/07/2018
Informações:www.facebook.
com/tanabatasantoandre 

35º FESTIVAL KODO-
MO NO SONO
Onde: Rua Prof. Hasegawa 
1198, Itaquera.
Dias 07 e 08/07/2018
Horário: 11h às 17h (sába-
do) e 9h às 17h (domingo)
Informações: no escritório 
Kodomo no Sono da Liber-
dade: Rua Galvão Bueno 
573, sala 01, 1º andar;
Telefones: 11/3208-3949 e 
11/2521-6437 e 11/3207-
9744; e Site: www.festi-
valkodomonosono.com.br 

FESTIVAL DO TANA-
BATA NO RIO DE JA-
NEIRO/RJ
Onde: Associação Nikkei 
do Rio de Janeiro (Rua 
Cosme Velho 1166, Cosme 
Velho, Rio de Janeiro/RJ)
Dia 07/07/2018
Horário: 18h
Ingresso: Entrada Gratuita
Informações: 21/2558-
5991 (Reservas de mesas 
R$30,00 não associados e 
R$20,00 associados).

BAZAR 20ª FESTA 
DAS CEREJEIRAS – 
CDC CONTINENTAL
Onde: CDC Continental 
(Av Francisco de Paula Vi-

週
末
お
で
か
け
情
報

cente de Azevedo 555, Par-
que Continental/SP)
Dia 08/07/2018
Hórário: 11h às 17h

XXV FESTA DA CERE-
JEIRA – KAIKAN ITA-
PETININGA/SP
Onde: Kaikan Itapetininga 
(Rod Raposo Tavares Km 
168, Itapetininga/SP)
Dia 08/07/2018
Horário: 10h às 17h
Estacionamento: 1kg de 
Alimento
Informaçoes: 15/3271-
3748

CURSO 

CURSO HISTÓRIA DO 
JAPÃO – 2018
Dia 04/08/2018 – História 
do Japão 5 – Período Edo 
fi nal – abertura dos portos.
Dia 01/09/2018 – História 
do Japão 6 – Período Meiji 
- modernização.
Dia 06/10/2018 – História 

Divulgação de eventos
com Cristiane Kisihara 

     E-mail: cris_kisihara@hotmail
        TEL: 11/3340-6060

do Japão 7 – Períodos Taisho e Showa início.
Dia 10/11/2018 – História do Japão 8 – Se-
gunda Guerra e Showa fi nal.
Dia 01/12/2018 – História do Japão 9 – Era 
Heisei até hoje.
Onde: Associação Cultural Mie Kenjin do 
Brasil (Av. Lins de Vasconcelos 3352, Vila 
Mariana)
Horário: 9h às 12 horas. 
Inscrições: R$35,00+R$3,50(taxa do Sym-
pla) por aula. Inscrições e pagamentos até 
03dias antes da data do curso, na secretaria 
da Associação Mie ou pelo site culturajapo-
nesa.com.br.
Informações: 11/5549-6857

PALESTRA 

COLETIVO DE ARTE DO FESTIVAL 
DO JAPÃO
Onde: Centro Cultural Aliança (Rua Deputa-
do Lacerda Franco 328, Pinheiros)
Dia 30/06/2018
Horário: 10h às 17h30
Participação gratuita
BATE-PAPO – 10h às 11h – Bate-Papo com 
Rita Paiva
Participação: Fábio Shin (mangá), Naomi 
Uezu (kirigami), Thais Kato (orinuno) e 
Maki Suzuki (shodô)
WORKSHOPS:
11h30 às 12h30 – Shodô (caligrafi a japone-
sa) – Ibaraki Kenjinkai; e Orinuno (origami 
em tecido) – Thais Kato
13h30 às 14h30 – Kirigami (origami arquite-
tônico) – Naomi Uezu; e Oshi-ê (quadros em 
3D) – Mi Oshiro (World Paper)
14h30 às 15h30 – Etegami (pintura em pos-
tais) – Ishikawa Kenjinkai; Origami (dobra-
duras) – Mari Kanegae
15h30 às 16h30 – Sumi-ê (pintura em preto 
e branco) – Suely Shiba; Oshi-ê (quadros em 
3D) – Mi Oshiro (World Paper)
16h30 às 17h30 – Mangá (desenhos) – Fábio 
Shin; e Orinuno (origami em tecido) – Thais 
Kato
ATRAÇÕES:
11h – Aula de japonês com música (Makoto 
Yoshioka)
12h30 – Show de Taiko (Associação Brasi-
leira de Taiko)
13h – Show de Mágica com Tonni Yokuda
16h30 – Workshop de Teatro Noh (Henrique 
Yukio)
LITERATURA: Presença dos autores de 
“Japow” (Jun Sugiyama e Eduardo Capelo), 
e do escritor Walter Niyama, com “O Misté-
rio dos Suicidas”
Informações: www.festivaldojapao.com ou-
www.youtube.com/festivaldojapao
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県け
ん

知ち

事じ

が
出

し
ゅ
っ

席せ
き

す
る
の
は
か

つ
て
な
い
出で

来き

事ご
と

だ
っ
た
。
議ぎ

長ち
ょ
うは

、
知ち

事じ

が
来ら

い

伯は
く

予よ

定て
い

の

十じ
ゅ
う

二に

県け
ん

に
島し

ま

根ね

を
加く

わ

え
た

十じ
ゅ
う

三さ
ん

人に
ん

。
島し

ま

根ね

、
新に

い

潟が
た

、

長な
が

野の

か
ら
は
副ふ

く

知ち

事じ

も
参さ

ん

加か

を
表

ひ
ょ
う

明め
い

し
て
い
た
。
こ
の
他ほ

か

、

副ふ
く

議ぎ

長ち
ょ
う、

市し

長ち
ょ
う（

群ぐ
ん

馬ま

、
鳥と

っ

取と
り

、
石い

し

川か
わ

）、
随ず

い

行こ
う

員い
ん

、
一い

っ

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

の
今こ

年と
し

、
日に

本ほ
ん

の
１
８
県け

ん

か
ら
慶け

い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

が
駆か

け
つ
け
る
。
そ
の
内う

ち

１
３
県け

ん

か
ら

知ち

事じ

４
人に

ん

、
副ふ

く

知ち

事じ

８
人に

ん

、
県け

ん

議ぎ

長ち
ょ
う９

人に
ん

な
ど
を
含ふ

く

め
た
慶け

い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

約や
く

３
０
０
人に

ん

が
１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

式し
き

典て
ん

に
参さ

ん

加か

す
る
。

１
０
年ね

ん

前ま
え

の
百

ひ
ゃ
く

周し
ゅ
う

年ね
ん

式し
き

典て
ん

の
時と

き

に
は
１
２
県け

ん

知ち

事じ

、
１
３
県け

ん

議ぎ

会か
い

議ぎ

長ち
ょ
う、

３
副ふ

く

知ち

事じ

が
参さ

ん

加か

し
、
慶け

い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

の
総そ

う

数す
う

は

６
６
９
人に

ん

を
数か

ぞ

え
た
。
今こ

ん

回か
い

も
そ
れ
に
次つ

ぐ
盛せ

い

大だ
い

な
式し

き

典て
ん

に
な
り
そ
う
だ
。

般ぱ
ん

の
慶け

い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

な
ど
総そ

う

計け
い

で
約や

く

６
６
９
人に

ん

。
ち
な
み
に
１
５

年ね
ん

前ま
え

の
２
０
０
３
年ね

ん

の
戦せ

ん

後ご

５
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

で
は
、

日に

本ほ
ん

か
ら
知ち

事じ

４
人に

ん

、
副ふ

く

知ち

事じ

２
人に

ん

が
来き

て
い
た
。
皇こ

う

室し
つ

か
ら
は
眞ま

子こ

さ
ま
が
御ご

臨り
ん

席せ
き

さ
れ
る
予よ

定て
い

で
あ
り
、
ま
さ

に
１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

に
ふ
さ
わ
し

で
き
る
よ
う
に
」
と
理り

由ゆ
う

を

語か
た

っ
た
。

　
「
遠と

お

い
と
こ
ろ
か
ら
た
く
さ

ん
の
人ひ

と

が
県け

ん

人じ
ん

会か
い

の
節ふ

し

目め

を

祝い
わ

い
に
来き

て
く
れ
る
。
彼か

れ

ら

が
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
に
も
参さ

ん

加か

し
、

フ
ァ
ン
に
な
っ
て
く
れ
る
よ
う

に
、
心こ

こ
ろ

を
こ
め
て
料

り
ょ
う

理り

を
作つ

く

り
、
式し

き

典て
ん

も
成せ

い

功こ
う

さ
せ
た
い
」

と
意い

気き

込ご

み
を
語か

た
っ
た
。

　

県け
ん

連れ
ん

の
山や

ま

田だ

康や
す

夫お

会か
い

長
ち
ょ
う

（
６
７
、
滋し

賀が

県け
ん

人じ
ん

会か
い

長ち
ょ
う）

は

「
１
８
県け

ん

か
ら
を
一い

ち

度ど

に
迎む

か

え
る
の
は
初は

じ

め
て
」
と
驚お

ど
ろ

き
、

「
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
の
認に

ん

知ち

度ど

が
上あ

が
っ
た
よ
う
で
嬉う

れ

し
い
。
対た

い

応お
う

す
る
側が

わ

と
し
て
気き

を
引ひ

き

締し

め
、
良よ

い
思お

も

い
出で

に
し
て

も
ら
え
る
よ
う
頑が

ん

張ば

り
た
い
」

と
語か

た
っ
た
。

　

式し
き

典て
ん

に
参さ

ん

加か

予よ

定て
い

の
知ち

事じ

は
４
人に

ん

、
副ふ

く

知ち

事じ

は
８
人に

ん

、
県け

ん

議ぎ

長ち
ょ
うは

９
人に

ん

、
副ふ

く

議ぎ

長ち
ょ
うは

３
人に

ん

。
以い

下か

の
通と

お

り
（
随ず

い

時じ

変へ
ん

更こ
う

の
可か

能の
う

性せ
い

あ
り
）。

　

▼
宮み

や

城ぎ

県け
ん

＝
河か

わ

端ば
た

章あ
き

好よ
し

副ふ
く

知ち

事じ

、
中な

か

島じ
ま

源も
と

陽は
る

県け
ん

議ぎ

長
ち
ょ
う

▼
新に

い

潟が
た

県け
ん

＝
高た

か

井い

盛も
り

雄お

副ふ
く

知ち

事じ

、
岩い

わ

村む
ら

良り
ょ
う

一い
ち

副ふ
く

県け
ん

議ぎ

長ち
ょ
う

▼
栃と

ち

木ぎ

県け
ん

＝
福ふ

く

田だ

富と
み

一か
ず

知ち

事じ

、
五

い
が
ら
し

十
嵐
清き

よ
し

県け
ん

議ぎ

長
ち
ょ
う

▼
福ふ

く

井い

県け
ん

＝
藤ふ

じ

田た

穣み
の
る

副ふ
く

知ち

事じ

、
鈴す

ず

木き

宏ひ
ろ

紀き

副ふ
く

県け
ん

議ぎ

長
ち
ょ
う

▼
兵ひ

ょ
う

庫ご

県け
ん

＝
金か

な

沢ざ
わ

和か
ず

夫お

副ふ
く

知ち

事じ

▼
鳥と

っ

取と
り

県け
ん

＝
福ふ

く

間ま

裕ゆ
た

隆か

副ふ
く

県け
ん

議ぎ

長ち
ょ
う

▼
広ひ

ろ

島し
ま

県け
ん

＝
湯ゆ

﨑ざ
き

英ひ
で

彦ひ
こ

知ち

事じ

、
山や

ま

木き

靖や
す

雄お

県け
ん

議ぎ

長ち
ょ
う

▼
香か

川が
わ

県け
ん

＝
浜は

ま

田だ

恵け
い

造ぞ
う

知ち

事じ

、
五ご

所し
ょ

野の

尾お

恭き
ょ
う

一い
ち

県け
ん

議ぎ

長ち
ょ
う

▼
高こ

う

知ち

県け
ん

＝
岩い

わ

城き

孝た
か

章あ
き

副ふ
く

知ち

事じ

、
土つ

ち

森も
り

正ま
さ

典の
り

県け
ん

議ぎ

長ち
ょ
う

▼
福ふ

く

岡お
か

県け
ん

＝
大お

お

曲ま
が
り

昭あ
き

恵え

副ふ
く

知ち

事じ

、
井い

の

上う
え

順じ
ゅ
ん

吾ご

県け
ん

議ぎ

長ち
ょ
う

▼
佐さ

賀が

県け
ん

＝
副ふ

く

島し
ま

良よ
し

彦ひ
こ

副ふ
く

知ち

事じ

、
石い

し

倉く
ら

秀ひ
で

郷さ
と

県け
ん

議ぎ

長ち
ょ
う

▼
長な

が

崎さ
き

県け
ん

＝
上う

え

田だ

裕ゆ
う

司じ

副ふ
く

知ち

事じ

、
溝み

ぞ

口ぐ
ち

芙ふ

美み

雄お

県け
ん

議ぎ

長ち
ょ
う

▼
鹿か

児ご

島し
ま

県け
ん

＝
三み

反た

園ぞ
の

訓さ
と
し

知ち

事じ

、
柴し

ば

立た
て

鉄て
つ

彦ひ
こ

県け
ん

議ぎ

長ち
ょ
う

　

ま
た
長な

が

野の

、
岐ぎ

阜ふ

、
奈な

良ら

、
鳥と

っ

取と
り

、
島し

ま

根ね

県け
ん

か
ら
県け

ん

議ぎ

会か
い

議ぎ

員い
ん

な
ど
が
参さ

ん

加か

。
そ

の
他ほ

か

の
慶け

い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

も
含ふ

く

め
日に

本ほ
ん

か
ら
約や

く

２
３
０
人に

ん

、
ハ
ワ
イ

や
メ
キ
シ
コ
、
ペ
ル
ー
な
ど
か

ら
５
０
～
６
０
人に

ん

の
県け

ん

人じ
ん

会か
い

　

サ
ン
タ
ク
ル
ス
病

び
ょ
う

院い
ん

（
石い

し

川か
わ

レ
ナ
ト
理り

事じ

長ち
ょ
う）

が
２
６

日に
ち

午ご
ご後

、
同ど

う

病び
ょ
う

院い
ん

に
よ
る
プ

ロ
ジ
ェ
ト
・
シ
ョ
ウ
ル
ー
ム

の
新し

ん

製せ
い

品ひ
ん

説せ
つ

明め
い

会か
い

で
、
新あ

た
ら

し

く
導ど

う

入に
ゅ
うさ

れ
た
フ
ジ
フ
ィ
ル

ム
社し

ゃ

の
内な

い

視し

鏡き
ょ
う

Ｅ
Ｌ
Ｕ
Ｘ
Ｅ

Ｏ
７
０
０
０
を
発は

っ

表ぴ
ょ
う

し
た
。

野の

口ぐ
ち

泰や
す
し

在ざ
い

聖せ
い

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

、
齊さ

い

藤と
う

憲の
り

博ひ
ろ

フ
ジ
フ
ィ
ル
ム
中

ち
ゅ
う

南な
ん

米べ
い

地ち

域い
き

営え
い

業ぎ
ょ
う

統と
う

括か
つ

、
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
の
佐さ

藤と
う

洋ひ
ろ
し

次じ

長ち
ょ
うら

が
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
た
。

　

サ
ン
タ
ク
ル
ス
病

び
ょ
う

院い
ん

が
進す

す

め
る
「
プ
ロ
ジ
ェ
ト
・
シ
ョ

ウ
ル
ー
ム
」
は
同ど

う

病び
ょ
う

院い
ん

に
導ど

う

入に
ゅ
う

さ
れ
た
日に

本ほ
ん

製せ
い

の
医い

療
り
ょ
う

機き
き器

を
、
当と

う

地ち

の
医い

療り
ょ
う

関か
ん

係け
い

者し
ゃ

に
紹

し
ょ
う

介か
い

す
る
も
の
。
同ど

う

病び
ょ
う

院い
ん

で
の
事じ

例れ
い

な
ど
を
参さ

ん

考こ
う

関か
ん

係け
い

者し
ゃ

の
訪ほ

う

問も
ん

が
予よ

測そ
く

さ
れ

て
い
る
。

に
、
他た

医い

療り
ょ
う

機き

関か
ん

へ
の
導ど

う

入に
ゅ
うを

狙ね
ら

い
と
す
る
。

　

挨あ
い

拶さ
つ

に
立た

っ
た
石い

し

川か
わ

理り

事じ

長ち
ょ
うは

同ど
う

病び
ょ
う

院い
ん

設せ
つ

立り
つ

の
経け

い

緯い

を

述の

べ
、「
日に

本ほ
ん

企き

業ぎ
ょ
う、

政せ
い

府ふ

の
協

き
ょ
う

力り
ょ
くに

よ
り
我わ

れ
わ
れ々

も
発は

っ

展て
ん

し
続つ

づ

け
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
感か

ん

謝し
ゃ

を
述の

べ
た
。

　

野の

口ぐ
ち

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

は
「
伯は

っ

国こ
く

の

よ
う
な
新し

ん

興こ
う

国こ
く

で
は
医い

療り
ょ
うが

表
ひょう

彰
しょう

された内
うち

海
うみ

さん、前
まえ

田
だ

さん、鳥
とり

原
はら

さん

　コロニア歌
か

手
しゅ

の平
ひら

田
た

ジョエ昭
あき

夫
お

さんとジュリーニョ・ボガージョさん
が作

さく

詞
し

作
さっ

曲
きょく

した、日
に

本
ほん

移
い

民
みん

１１０周
しゅう

年
ねん

記
き

念
ねん

曲
きょく

「ありがとうブラジル」
の日

にち

語
ご

版
ばん

が、動
どう

画
が

サイトＹｏｕｔｕｂｅの在
ざい

東
とう

京
きょう

ブラジル大
たい

使
し

館
かん

の
チャンネル（https://www.youtube.com/watch?v=-m2yf_qBbR8）か
ら公

こう

開
かい

されている。
　先

さき

立
だ

って２４日
か

に公
こう

開
かい

されたポ語
ご

版
ばん

は、わずか５日
か

間
かん

で視
し

聴
ちょう

回
かい

数
すう

は
約
やく

６万
まん

回
かい

を突
とっ

破
ぱ

。コロニアの様
さま

々
ざま

な芸
げい

能
のう

団
だん

体
たい

から１５０人
にん

以
い

上
じょう

が豪
ごう

華
か

共
きょう

演
えん

して作
つく

られたこの映
えい

像
ぞう

は圧
あっ

巻
かん

の仕
し

上
あ

がりだ。
　この曲

きょく

は、眞
ま

子
こ

さまのご臨
りん

席
せき

が予
よ

定
てい

されている来
らい

月
げつ

２０日
か

のマリンガ、２１日
にち

の聖
せい

市
し

、２２日
にち

のプロミッソンの各
かく

記
き

念
ねん

式
しき

典
てん

でも披
ひ

露
ろう

される。ジョエさんにとっ
てプロミッソンは父

ちち

の出
しゅっ

生
せい

地
ち

、マリンガは本
ほん

人
にん

の出
しゅっ

生
せい

地
ち

、サンパウロは現
げん

在
ざい

の活
かつ

動
どう

地
ち

とあって、特
とく

別
べつ

な縁
えん

を感
かん

じているのだとか。
　式

しき

典
てん

に参
さん

加
か

予
よ

定
てい

の方
かた

はぜひとも歌
か

詞
し

を覚
おぼ

え、当
とう

日
じつ

の式
しき

典
てん

で一
いっ

緒
しょ

に歌
うた

って盛
も

り
上
あ

げてみては？（航）

　

コ
ロ
ニ
ア
か
る
た
会か

い

（
橋は

し

浦う
ら

行ゆ
き

雄お

会か
い

長ち
ょ
う

）
が
「
定て

い

例れ
い

会か
い

」
を
７
月が

つ

１
日た

ち

午ご

後ご

１
時じ

か
ら
、
鳥と

っ

取と
り

交こ
う

流り
ゅ
うセ

ン
タ
ー

（R
u

a D
on

a C
esaria 

F
a

g
u

n
d

e
s

, 3
2

3
, 

Saude

）
で
行お

こ
な

う
。

い
盛せ

い

大だ
い

な
陣じ

ん

容よ
う

と
い
え
そ
う

だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

ブ
ラ
ジ
ル
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

が
、

昨さ
く

年ね
ん

迎む
か

え
た
創そ

う

立り
つ

１
０
０

周し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

誌し

「
ふ
く
し
ま
百

ひ
ゃ
く

年ね
ん

の
日ひ

」
を
配は

い

布ふ

し
て
い
る
。

全ぜ
ん

５
６
ペ
ー
ジ
、
日に

ち

語ご

。
内う

ち

堀ほ
り

雅ま
さ

雄お

県け
ん

知ち

事じ

の
挨あ

い

拶さ
つ

や
当と

う

日じ
つ

の
式し

き

典て
ん

の
様よ

う

子す

を
伝つ

た

え
る

写し
ゃ

真し
ん

も
盛も

り
だ
く
さ
ん
。
ほ

か
、
内う

ち

堀ほ
り

知ち

事じ

が
行お

こ

な
っ
た
ジ

ャ
パ
ン
・
ハ
ウ
ス
で
の
講こ

う

演え
ん

会か
い

に
つ
い
て
の
本ほ

ん

紙し

記き

事じ

も
掲け

い

載さ
い

さ
れ
た
。
同ど

う

式し
き

典て
ん

に
行い

き

損そ
こ

ね
た
人ひ

と

は
是ぜ

非ひ

、
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

（R
ua da G

loria, 
7

2
1

）
を
訪た

ず

ね
て
み
て
は
。

　

県け
ん

人じ
ん

会か
い

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

の
皮か

わ

切き

り
と
な
る
の
は
７
月が

つ

１
９
日に

ち

に
行お

こ
な

わ
れ
る
栃と

ち

木ぎ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の

創そ
う

立り
つ

６
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

。
そ
の
後ご

、

７
月が

つ

２
２
日に

ち

に
高こ

う

知ち

県け
ん

人じ
ん

会か
い

が
創そ

う

立り
つ

６
５
周

し
ゅ
う

年ね
ん

・
県け

ん

人じ
ん

移い

住じ
ゅ
う１

１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

を

行お
こ

な
う
。
同お

な

じ
２
２
日に

ち

に
鹿か

児ご

島し
ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

は
サ
ン
パ
ウ
ロ

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
２
階か

い

の

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
（
県け

ん

連れ
ん

主し
ゅ

催さ
い

）
会か

い

場じ
ょ
うで

設せ
つ

立り
つ

１
０
５
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

を
予よ

定て
い

し
て
い
る
。

　

７
月が

つ

２
３
日に

ち

に
は
宮み

や

城ぎ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
創そ

う

立り
つ

６
５
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

、
翌よ

く

７
月が

つ

２
４
日か

は

鳥と
っ

取と
り

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
創そ

う

立り
つ

６
５
周

し
ゅ
う

年ね
ん

・
移い

住じ
ゅ
う１

１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

、
島し

ま

根ね

県け
ん

の
会か

い

館か
ん

落ら
く

成せ
い

２
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

祝し
ゅ
く

賀が

会か
い

を
予よ

定て
い

し
て
い
る
。

　

ほ
か
、
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

が
８
月が

つ

５
日か

、
岩い

わ

手て

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の

創そ
う

立り
つ

６
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

が

８
月が

つ

２
６
日に

ち

、
愛あ

い

知ち

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
創そ

う

立り
つ

６
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

が
９
月が

つ

９
日か

、
大お

お

分い
た

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
創そ

う

立り
つ

６
５
周

し
ゅ
う

年ね
ん

・
県け

ん

費ぴ

留
り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

５
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

・
県け

ん

費ぴ

研け
ん

修し
ゅ
う

生せ
い

４
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

が
９
月が

つ

２
９
日に

ち

、
山や

ま

形が
た

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
創そ

う

立り
つ

６
５
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

が
１
０
月が

つ

２
１
日に

ち

に
予よ

定て
い

さ
れ
て
い
る
。

　

鹿か

児ご

島し
ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
上う

え

園ぞ
の

モ

ニ
カ
み
ち
え
会か

い

長ち
ょ
う（

５
８
、

三さ
ん

世せ
い

）
は
同ど

う

県け
ん

人じ
ん

会か
い

初は
つ

の
日に

っ

系け
い

・
女じ

ょ

性せ
い

会か
い

長ち
ょ
う。

ま
た
、
同ど

う

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
県け

ん

費ぴ

留り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

第だ
い

一い
ち

号ご
う

で
も
あ
る
。
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り

会か
い

場じ
ょ
うで

の
式し

き

典て
ん

開か
い

催さ
い

に
つ
き
、

「
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
で
忙い

そ
が

し
い
と
き

だ
が
、
手て

伝つ
だ

っ
て
く
れ
る
婦ふ

人じ
ん

会か
い

や
青せ

い

年ね
ん

も
式し

き

典て
ん

に
参さ

ん

加か

百ひ
ゃ
く

周し
ゅ
う

年ね
ん

に
次つ

ぐ
盛せ

い

大だ
い

な
式し

き

典て
ん

に

正せ
い

副ふ
く

の
知ち

事じ

や
議ぎ

長ち
ょ
う

が
各か

く

12
人に

ん

必ひ
つ

要よ
う

と
さ
れ
て
い
る
。
皆み

な

さ

ん
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
日に

本ほ
ん

の
ア
ピ
ー
ル
の
機き

会か
い

に
も
な

る
。
皆み

な

さ
ん
の
さ
ら
な
る
発は

っ

展て
ん

を
期き

待た
い

す
る
」
と
語か

た

り
、

挨あ
い

拶さ
つ

と
し
た
。

　

同ど
う

病び
ょ
う

院い
ん

内な
い

視し

鏡き
ょ
う

部ぶ

門も
ん

の

丸ま
る

田た

ル
イ
ス
医い

師し

が
製せ

い

品ひ
ん

の

紹し
ょ
う

介か
い

を
行お

こ

な
っ
た
。
Ｅ
Ｌ
Ｕ

Ｘ
Ｅ
Ｏ
７
０
０
０
は
画が

像ぞ
う

処し
ょ

会か
い

員い
ん

表ひ
ょ
う

彰し
ょ
う

や
白は

く

寿じ
ゅ

祝い
わ

い
も

Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
親し

ん

睦ぼ
く

会か
い

理り

機き

能の
う

に
よ
り
、
患か

ん

部ぶ

の
わ

ず
か
な
色い

ろ

の
違ち

が

い
を
強

き
ょ
う

調
ち
ょ
う

し
て
炎え

ん

症し
ょ
うを

診し
ん

断だ
ん

し
や
す
く

す
る
「
Ｌ
Ｃ
Ｉ
」
が
搭と

う

載さ
い

さ

れ
て
い
る
。
が
ん
な
ど
の
早そ

う

期き

発は
っ

見け
ん

が
し
や
す
く
な
る
ほ

か
、
そ
の
ま
ま
切せ

つ

除じ
ょ

な
ど
も

で
き
る
そ
う
だ
。

　

齊さ
い

藤と
う

南な
ん

米べ
い

地ち

域い
き

営え
い

業ぎ
ょ
う

統と
う

括か
つ

（
３
０
、
東と

う

京き
ょ
う

都と

）
は
「
Ｅ

Ｌ
Ｕ
Ｘ
Ｅ
Ｏ
～
」
の
導ど

う

入に
ゅ
うに

「
日に

本ほ
ん

ら
し
い
技ぎ

術じ
ゅ
つ

が
伯は

っ

国こ
く

医い

療り
ょ
う

界か
い

に
導ど

う

入に
ゅ
うさ

れ
た
こ
と

で
、
伯は

っ

国こ
く

民み
ん

の
生せ

い

活か
つ

の
質し

つ

向こ
う

上じ
ょ
うに

繋つ
な

が
れ
ば
」
と
期き

待た
い

し

た
。

　

農の
う

協き
ょ
う

婦ふ

人じ
ん

部ぶ

連れ
ん

合ご
う

会か
い

（
Ａ

Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
、
奥お

く

山や
ま

貴き

美み

子こ

会か
い

長ち
ょ
う

）
は
『
第だ

い

２
４
回か

い

親し
ん

睦ぼ
く

会か
い

』
を
１
９
日に

ち

、
宮み

や

城ぎ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

で
開か

い

催さ
い

し
た
。
当と

う

日じ
つ

は

１
０
支し

部ぶ

か
ら
１
０
０
人に

ん

以い

上じ
ょ
うの

婦ふ

人じ
ん

が
集あ

つ

ま
り
、
親し

ん

交こ
う

を
深ふ

か

め
た
。

　

親し
ん

睦ぼ
く

会か
い

で
は
来ら

い

賓ひ
ん

の
講こ

う

演え
ん

や
、
昨さ

く

年ね
ん

の
『
第だ

い

２
５
回か

い

子こ

供ど
も

世せ

界か
い

こ
ど
も
図ず

画が

コ
ン
テ

ス
ト
』
の
功こ

う

労ろ
う

者し
ゃ

及お
よ

び
「
家い

え

の
光ひ

か
り

」
賞

し
ょ
う

受じ
ゅ

賞し
ょ
う

者し
ゃ

へ
の
表

ひ
ょ
う

彰し
ょ
う

式し
き

が
行お

こ
な

わ
れ
た
。

　

ま
た
、
森も

り

岡お
か

和か
ず

さ
ん

（
９
８
、
高こ

う

知ち

県け
ん

）
の
白は

く

寿じ
ゅ

祝い
わ

い
で
は
ケ
ー
キ
が
用よ

う

意い

さ

１８県
けん

から慶
けい

祝
しゅく

団
だん

約
やく

300人
にん

（７） ２０１８年第５０３０号 	 ６月	３０日	（土曜日）

が
ん
の
早そ

う

期き

発は
っ

見け
ん

が
可か

能の
う

に

フ
ジ
フィ
ル
ム
新し

ん

製せ
い

品ひ
ん

の
説せ

つ

明め
い

会か
い

サンタクルス病
びょう

院
いん

説
せつ

明
めい

中
ちゅう

の丸
まる

田
た

医
い

師
し

１１０周
しゅう

年
ねん

記
き

念
ねん

式
しき

典
てん

恒こ
う

例れ
い

グ
ァ
タ
パ

ラ
・
バ
ス
ツ
ア
ー

移い

住じ
ゅ
う

地ち

慰い

霊れ
い

祭さ
い

に
参さ
ん

加か

の
一い
っ

泊ぱ
く

二ふ
つ

日か

　

聖せ
い

州し
ゅ
う

カ
ン
ピ
ー
ナ
ス
市し

郊こ
う

外が
い

ス
マ
レ
ー
市し

で
養よ

う

鶏け
い

場じ
ょ
う「

グ

ラ
ン
ジ
ャ
・
ス
マ
レ
ー
」
を

創そ
う

業ぎ
ょ
うし

、
２
０
０
万ま

ん

羽わ

に
ま

で
経け

い

営え
い

拡か
く

大だ
い

し
た
伊い

藤と
う

悟
さ
と
し

さ
ん
が
、
２
８
日に

ち

午ご

後ご

９
時じ

３
７
分ふ

ん

に
亡な

く
な
っ
た
。
享

き
ょ
う

年ね
ん

８
２
。
葬そ

う

式し
き

は
２
９
日に

ち

午ご

後ご

４
時じ

か
ら
執と

り
行お

こ
な

わ
れ
た
。

　

広ひ
ろ

島し
ま

県け
ん

出し
ゅ
っ
し
ん身

の
伊い

藤と
う

さ
ん

は
高こ

う

校こ
う

卒そ
つ

業ぎ
ょ
う

後ご

、
名な

古ご

屋や

に

あ
る
ひ
な
の
鑑か

ん

別べ
つ

学が
っ

校こ
う

を
中

ち
ゅ
う

退た
い

。
１
８
歳さ

い

の
と
き
に
従い

兄と

弟こ

の
グ
ラ
ン
ジ
ャ
・
イ
ト
ウ
の

呼よ

び
寄よ

せ
で
渡と

伯は
く

し
た
。
そ

の
後ご

カ
ン
ピ
ー
ナ
ス
支し

店て
ん

の

経け
い

営え
い

を
任ま

か

さ
れ
、
１
０
年ね

ん

後ご

の
１
９
６
５
年ね

ん

に
独ど

く

立り
つ

し
た
。

　

敷し
き

地ち

内な
い

に
は
各か

く

棟む
ね

１
２
万ま

ん

羽わ

の
雛ひ

な

が
収

し
ゅ
う

容よ
う

さ
れ
た
育い

く

雛ひ
な

舎し
ゃ

４
棟と

う

が
１
０
０
米べ

い

ほ
ど

間か
ん

隔か
く

を
置お

い
て
建た

て
ら
れ
、

１
０
万ま

ん

羽わ

収し
ゅ
う

容よ
う

の
成せ

い

鶏け
い

舎し
ゃ

２
０
棟と

う

が
並な

ら

ぶ
な
ど
、
移い

民み
ん

起き

業ぎ
ょ
う

家か

の
成せ

い

功こ
う

者し
ゃ

だ
。

伊い

藤と
う

悟さ
と
し

さ
ん

コ
ロ
ニ
ア

か
る
た
会か

い
１
日た
ち

プロジェト・ショウルーム

　

１
０
年ね

ん

前ま
え

の
百

ひ
ゃ
く

周し
ゅ
う

年ね
ん

式し
き

典て
ん

の
ア
ニ
ェ
ン
ビ
ー
会か

い

場じ
ょ
うに

は
、
１
２
県け

ん

知ち

事じ

を
は
じ
め

議ぎ

長ち
ょ
う、

副ふ
く

知ち

事じ

、
一い

っ

般ぱ
ん

慶け
い

祝
し
ゅ
く

団だ
ん

な
ど
約や

く

６
６
９
人に

ん

が
参さ

ん

加か

し
た
と
か
。
一い

ち

式し
き

典て
ん

に
１
２

１１０周
しゅう

年
ねん

記
き

念
ねん

曲
きょく

、日
にち

語
ご

版
ばん

も公
こう

開
かい

！
れ
た
。
同ど

う

日じ
つ

付つ

き
添そ

い
で
来ら

い

場じ
ょ
うし

て
い
た
息む

す

子こ

嫁よ
め

の
ル
イ

ー
ザ
さ
ん
に
２
カ
月げ

つ

前ま
え

か
ら

「
連つ

れ
て
行い

っ
て
」
と
話は

な

し

て
い
た
も
の
の
、
森も

り

岡お
か

さ
ん

は
親し

ん

睦ぼ
く

会か
い

の
約や

く

１
週

し
ゅ
う

間か
ん

前ま
え

ま

で
入

に
ゅ
う

院い
ん

し
て
い
た
と
い
う
。

当と
う

日じ
つ

は
多お

お

く
の
会か

い

員い
ん

と
の
再さ

い

会か
い

を
喜よ

ろ
こ

ん
だ
。

　

奥お
く

山や
ま

会か
い

長ち
ょ
うは

会か
い

員い
ん

を
代だ

い

表
ひ
ょ
う

食し
ょ
く

会か
い

後ご

は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
時じ

間か
ん

と
な
り
、
盆ぼ

ん

踊お
ど

り

や
合が

っ

唱し
ょ
うで

楽た
の

し
ん
だ
。

て
毎ま

い

年と
し

恒こ
う

例れ
い

の
「
グ
ァ
タ
パ

ラ
移い

住じ
ゅ
う

地ち

祭ま
つ

り
」
が
７
月が

つ

１
４
日か

に
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
に
あ

た
り
、
県け

ん

連れ
ん

は
前ぜ

ん

日じ
つ

１
３
日に

ち

か
ら
一い

っ

泊ぱ
く

二ふ
つ
か日

の
バ
ス
ツ
ア
ー

を
開か

い

催さ
い

す
る
。
参さ

ん

加か

費ひ

は

宿し
ゅ
く

泊は
く

が
ツ
イ
ン
、
ト
リ
プ
ル

で
３
３
５
レ
、
シ
ン
グ
ル
で

４
０
０
レ
ア
ル
。

　

１
３
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

９
時じ

半は
ん

に
リ

ベ
ル
ダ
ー
デ
広ひ

ろ

場ば

マ
ク
ド
ナ

ル
ド
前ま

え

に
集

し
ゅ
う

合ご
う

、
１
５
時じ

に

リ
ベ
ロ
ン
・
プ
レ
ッ
ト
の
ホ
テ

ル
に
チ
ェッ
ク
イ
ン
予よ

定て
い

。
翌よ

く

日じ
つ

グ
ァ
タ
パ
ラ
移い

住じ
ゅ
う

地ち

の
入

に
ゅ
う

植し
ょ
く

祭さ
い

に
参さ

ん

加か

す
る
。
午ご

後ご

３

時じ

半は
ん

に
現げ

ん

地ち

発は
つ

、
８
時じ

半は
ん

に

リ
ベ
ル
ダ
ー
デ
着ち

ゃ
く

。
昼

ち
ゅ
う

食し
ょ
く

は

各か
く

自じ

負ふ

担た
ん

。

　

申
も
う
し

込こ

み
、問と

い

合あ
わ

せ
は
グ
ロ
ー

バ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
モ
（
１
１ 

・
３
５
７
２
・８
９
９
０
）
ま

で
。

　

入
に
ゅ
う

植し
ょ
く５

６
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
記き

念ね
ん

し

し
「
私

わ
た
し

達た
ち

の
姉あ

ね

で
あ

り
、
母は

は

、

友ゆ
う

人じ
ん

で
も

あ
る
森も

り

岡お
か

さ
ん
、
お

め
で
と

う
。
長な

が

年ね
ん

の
活か

つ

動ど
う

参さ
ん

加か

に
心し

ん

か

ら
感か

ん

謝し
ゃ

し

ま
す
」
と

挨あ
い

拶さ
つ

し

た
。

昼
ち
ゅ
う

１
５
０
人に

ん

以い

上じ
ょ
うが
豪ご

う

華か

共き
ょ
う演え
んし
た
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Agência da Casa Imperial 
anuncia planos de noivado 
da Princesa Ayako Estas notícias são produzidas pela 
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Família Imperial (26/06/2018)

A Agência da Casa Impe-
rial do Japão vai anunciar 
planos para o noivado da 
Princesa Ayako.
A princesa é a terceira fi-
lha do falecido Príncipe 
Takamado, primo do Impe-
rador Akihito. Ela tem 27 
anos.
Seu possível noivo é Kei 

Moriya, de 32 anos, que tra-
balha em uma grande em-
presa de transporte maríti-
mo em Tóquio.
Ele e seus pais teriam sido 
convidados para uma festa 
na casa da princesa em abril.
Fontes informam que a mãe 
da princesa deu sua benção 
ao casal, e que o Imperador 

e a Imperatriz também foram 
informados de seu desejo de 
contrair noivado.
Autoridades da agência di-
zem que a cerimônia de casa-
mento será realizada no san-
tuário Meiji Jingu em Tóquio 
no dia 29 de outubro.
O casamento de membros 
da família imperial do sexo 

O chanceler do Japão disse 
que seu país está pronto para 
enviar especialistas para ins-
pecionar instalações nuclea-
res norte-coreanas.
O ministro Taro Kono deu 
a declaração à imprensa na 
segunda-feira durante sua 

Um painel do governo ja-
ponês atualizou suas proje-
ções de risco de terremoto 
em todo o país nos próximos 
30 anos.
Na terça-feira, especialistas 
do Comitê de Pesquisas so-
bre Terremotos divulgaram 
o mais recente Mapa Nacio-
nal de Perigo Sísmico.
Eles revisam o mapa anu-
almente, com base nos últi-
mos dados sobre falhas ati-
vas e resultados de estudos 
sobre fortes tremores.
O mapa apresenta as proba-
bilidades calculadas de ci-

O secretário de Defesa dos 
EUA, James Mattis, desem-
barcou em Pequim para de-
bater com autoridades chi-
nesas temas que incluem a 
situação norte-coreana.
Mattis, que está em giro 
pelo leste asiático, iniciou 
sua visita de 3 dias à China 
na terça-feira. É sua primei-
ra visita ao país desde que 
assumiu o cargo em janeiro 
de 2017.
Ele deve debater com o mi-

A Força Marítima de Au-
todefesa do Japão detectou 
um petroleiro da Coreia do 
Norte e um navio de nacio-
nalidade desconhecida sus-
peitos de transferir produtos, 
em violação a resoluções do 
Conselho de Segurança das 
Nações Unidas.
Segundo o Ministério da 
Defesa do Japão, a tripula-
ção de um navio da Força 
Marítima de Autodefesa 
confirmou a presença das 
duas embarcações no Mar 
da China Oriental, nos dias 
21 e 22 de junho.
A pasta afirmou que o petro-
leiro norte-coreano consta 

masculino requer aprovação 
do Conselho da Casa Impe-
rial, chefiado pelo primeiro-
ministro.
Mas a medida não é neces-
sária para mulheres. Seus 
noivados se tornam oficiais 
após uma cerimônia de noi-
vado chamada Nosai-no-Gi.

Diplomacia (26/06/2018)

Risco de terremoto (26/06/2018)

Coreia do Norte (27/06/2018)

Coreia do Norte (28/06/2018)

Japão disposto a enviar especialistas 
para inspeções na Coreia do Norte

Painel do governo japonês atualiza 
projeções de risco de terremoto em 
todo o país

Secretário de Defesa dos EUA visita 
a China para debater questão norte-
coreana

Petroleiro da Coreia do Norte e embarcação 
desconhecida estariam transferindo 
produtos em alto-mar

visita à Indonésia. Desde a 
cúpula entre Estados Unidos 
e Coreia do Norte realizada 
em Cingapura, Tóquio tem 
insistido que as instalações 
norte-coreanas devem ser 
vistoriadas pela Agência In-
ternacional de Energia Atô-

dades de grande porte serem 
atingidas por um terremoto 
com intensidade mínima en-
tre 5,5 e 6 na escala japonesa 
que vai de 0 a 7.
As chances de grandes tre-
mores em cidades do leste 
de Hokkaido aumentaram 
bastante nas projeções de 
2018, seguindo-se a uma re-
avaliação de atividades sís-
micas ao longo da Fossa de 
Chishima, ao largo da ilha 
principal de Hokkaido, ex-
tremo norte do Japão.
Segundo especialistas, exis-
te risco de um fortíssimo ter-

nistro da Defesa chinês, Wei 
Fenghe, e outras autorida-
des, a desnuclearização nor-
te-coreana, em sequência à 
cúpula entre EUA e Coreia 
do Norte realizada em Cin-
gapura no início deste mês.
Mattis também deve ex-
plicar o plano dos EUA de 
cancelar um exercício mi-
litar com a Coreia do Sul 
agendado para agosto, e pe-
dir que a China mantenha as 
sanções contra Pyongyang.

da lista de sanções da ONU 
e que o outro navio hastea-
va uma bandeira parecida 
com a da China após deixar 
o local. Disse que as embar-
cações estavam conectadas 
por mangueiras e perma-
neceram posicionadas lado 
a lado durante várias horas 
por dia.
O Ministério da Defesa in-
formou o incidente às Na-
ções Unidas. Trata-se do 
sétimo caso detectado de 
transferência de produtos 
de um navio para outro, em 
violação de sanções à Co-
reia do Norte.

mica a fim de obter progres-
sos na desnuclearização. O 
governo japonês também 
se mostrou disposto a arcar 
com parte do custo das ins-
peções.
Kono disse que a desnucle-
arização da Península Co-

remoto com magnitude 8,8 
ou superior na região.
Cidades da região de Kanto 
e na costa do Pacífico conti-
nuam sendo consideradas de 
alta probabilidade. Especia-
listas preveem um possível 
megaterremoto ao longo da 
Fossa de Nankai, ao largo da 
costa do Pacífico das regi-
ões central e oeste do Japão, 
além da região de Tóquio.
A cidade de Chiba, localiza-
da a leste nas proximidades 
da capital japonesa, regis-
trou 85% - o número mais 
alto. Já Yokohama, ao sul de 

O premiê do Japão mos-
trou ter ressalvas quanto à 
imposição imediata de ta-
rifas retaliatórias sobre im-
portados americanos.
Na segunda-feira, Shinzo 
Abe afirmou perante uma 
comissão da Câmara Alta 
do Parlamento que o mais 

importante é evitar que pro-
dutos japoneses tornem-se 
alvo de sanções americanas.
O presidente dos Estados 
Unidos decidiu não isentar 
o Japão de tarifas sobre aço 
e alumínio. Donald Trump 
justificou a medida alegan-
do receios quanto à segu-

rança nacional americana. 
A União Europeia e a China 
reagiram às tarifas america-
nas com ações recíprocas.
Abe disse que a retaliação 
será sempre uma opção, mas 
que prefere uma estratégia 
que dê resultado.
O premiê comentou ainda a 

Premiê japonês mostra reserva 
quanto a possível retaliação comercial 
contra Estados Unidos

Diplomacia (26/06/2018)

hipótese do governo Trump 
exigir concessões nas dis-
putas comerciais em troca 
de cooperação na desnucle-
arização da Coreia do Norte 
ou resolução da questão dos 
sequestros. Abe disse que 
jamais vai aceitar permutas.

Um diplomata norte-co-
reano afirmou que o Japão 
não deve se intrometer no 
processo de desnucleariza-
ção de seu país.
O diplomata fez a decla-
ração terça-feira durante a 
Conferência sobre o Desar-
mamento, realizada na sede 
europeia das Nações Unidas 
em Genebra, na Suíça.
Delegados presentes discu-
tiram a recente cúpula dos 
Estados Unidos com a Co-
reia do Norte e a declaração 
conjunta emitida ao final da 
reunião de Donald Trump e 
Kim Jong Un.
Um representante do Japão 
disse que Tóquio está traba-
lhando junto com os gover-
nos americano e sul-corea-
no para exortar Pyongyang 
a se comprometer com a 
desnuclearização completa, 
tal como acordado na decla-

Dezessete estados ame-
ricanos e a capital do país 
Washington processaram o 
governo do presidente Do-
nald Trump por causa de 
sua política de separar fa-
mílias de imigrantes ilegais 
na fronteira entre os Estados 
Unidos e o México.
Os estados entraram com a 
ação, na terça-feira, exor-
tando o governo a reunir 
imediatamente as crianças 
migrantes e seus pais.
Eles chamaram a ordem 
emitida por Trump, em 20 
de junho, para manter fa-
mílias migrantes juntas de 
“ilusória”.
O presidente americano 
assinou a ordem após seu 
governo sofrer críticas por 
separar muitas crianças dos 

Coreia do Norte  (27/06/2018)

EUA  (27/06/2018)

Coreia do Norte: Japão 
não deve se intrometer 
em processo de 
desnuclearização

Estados americanos 
processam governo Trump por 
causa de política imigratória

ração.
Em resposta, um diplo-
mata norte-coreano lem-
brou que o Japão não é 
signatário nem da decla-
ração conjunta nem da 
Declaração de Panmun-
jon, assinada na cúpula 
intercoreana de abril.
Ele declarou que o Ja-
pão precisa evitar “se 
intrometer em assuntos 
alheios”.
Outros países também 
exortaram a Coreia do 
Norte a envidar esforços 
em prol da desnucleari-
zação.
Contudo, o diplomata 
norte-coreano rejeitou 
estes pedidos, alegan-
do que comentários que 
impõem uma pressão 
desnecessária contra o 
seu país não podem ser 
tolerados.

pais que entraram ilegal-
mente nos Estados Uni-
dos a partir de nações la-
tino-americanas. Críticos 
chamaram a prática de 
desumana.
Enquanto isso, a Su-
prema Corte america-
na manteve a proibição 
de viagem de Donald 
Trump para pessoas 
oriundas de alguns países 
predominantemente mu-
çulmanos. Isso derruba 
decisões de tribunais de 
instância inferior que de-
terminavam que a proibi-
ção era inconstitucional.
Políticas imigratórias 
devem ser um dos prin-
cipais temas nas eleições 
de meio de mandato, em 
novembro.

reana ajudaria a mitigar o 
cenário de crise em vários 
países. Ele acrescentou que 
é natural que países que se 
beneficiem com o processo 
contribuam de diversas for-
mas.
O ministro dos Negócios 
Estrangeiros observou que o 
processo de desnucleariza-
ção vai exigir um grande nú-
mero de especialistas, e que 
o Japão possui conhecimen-
to especializado na área.

Tóquio, 82%. E Shizuoka, 
mais a oeste na costa do Pa-
cífico, 70%.
A projeção para o centro de 
Tóquio é de 48%. Nagoya, 
na região central do país, re-
gistrou 46%. Esses números 
quase não tiveram mudança 
em relação a estimativas an-
teriores.
Osaka, no oeste do Japão, 
tem 56% de probabilidade. 
Na semana passada, a cida-
de registrou um terremoto 
com intensidade entre 5,5 e 
6 na escala japonesa.
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